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事業番号 事 務 ・ 事 業 名
自己評価
(事業評価)

予算科目
（目名）

農 － 1 田んぼの学校運営事業 C 農林業費（田んぼの学校費）

教 － 1 当麻町教育委員会活動事業 Ｂ 教育委員会費

事 － 1 特色ある学校づくり推進事業 Ａ 事務局費

事 － 2 当麻町教育研究会補助事業 Ｂ 事務局費

事 － 3 はばたけふる里応援事業 Ａ 事務局費

事 － 4 英会話講師配置事業 Ａ 事務局費

事 － 5 学校図書館職員配置事業 Ａ 事務局費

事 － 6 臨時教員配置事業 C 事務局費

事 － 7 校長会・教頭会補助事業 Ｂ 事務局費

事 － 8 児童生徒・教職員定期健康診断事業 Ｂ 事務局費

事 － 9 学力向上外部講師配置事業 B 事務局費

事 － 10 事務局費総務事業 Ｂ 事務局費

事 － 11 当麻町へき地・複式研究連盟補助事業 Ｂ 事務局費

事 － 12 上川教育研修センター運営費負担事業 Ｂ 事務局費

事 － 13 修学旅行経費助成事業 A 事務局費

事 － 14 教職員住宅維持・管理事業 B 事務局費

事 － 15 教育職員住宅解体事業 B 事務局費

事 － 16 上部団体等負担金 Ｂ 事務局費

事 － 17 中学生国際理解教育研修事業 Ｂ 事務局費

事 － 18 特別支援教育事業 B 事務局費

事 － 19 芸能鑑賞事業 B 事務局費

事 － 20 学校教育支援アドバイザー設置事業 B 事務局費

事 － 21 オンライン学習支援事業 B 事務局費

事 － 22 GIGAスクール推進事業 B 事務局費

事 － 23 スクールソーシャルワーカー配置事業 A 事務局費

ス － 1 スクールバス運営事業 Ｂ スクールバス運営費

小 管 － 1 小学校事務費 Ｂ 学校管理費

小 管 － 2 当麻小学校維持・管理事業 Ｂ 学校管理費

小 管 － 3 当麻小学校改修事業 Ｂ 学校管理費

令和５年度　事務・事業点検・評価総括表【学校教育関係】
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事業番号 事 務 ・ 事 業 名
自己評価
(事業評価)

予算科目
（目名）

令和５年度　事務・事業点検・評価総括表【学校教育関係】

小 管 － 4 宇園別小学校維持・管理事業 Ｂ 学校管理費

小 管 － 5 宇園別小学校改修事業 Ｂ 学校管理費

小 管 － 6 日本スポーツ振興センター負担事業 Ｂ 学校管理費

小 振 － 1 社会科副読本作成事業 B 教育振興費

小 振 － 2 小学校教育振興事業 Ｂ 教育振興費

小 振 － 3 コンピュータ教育推進事業 Ｂ 教育振興費

小 振 － 4 小学校コンピュータ機器導入事業 B 教育振興費

小 振 － 5 小学校デジタル教科書整備事業 Ｂ 教育振興費

小 振 － 6 要保護・準要保護児童就学援助事業 Ｂ 教育振興費

小 振 － 7 小学教師用指導書・指導資料購入事業 Ｂ 教育振興費

小 振 － 8 小学校理科教育設備事業 Ａ 教育振興費

中 管 － 1 中学校事務費 Ｂ 学校管理費

中 管 － 2 当麻中学校維持・管理事業 Ｂ 学校管理費

中 管 － 3 日本スポーツ振興センター負担事業 Ｂ 学校管理費

中 振 － 1 ふるさと思い出机製作事業 B 教育振興費

中 振 － 2 中学校教育振興事業 Ｂ 教育振興費

中 振 － 3 コンピューター教育推進事業 Ｂ 教育振興費

中 振 － 4 クラブ活動助成事業 Ａ 教育振興費

中 振 － 5 通学奨励費補助事業 Ｂ 教育振興費

中 振 － 6 要保護・準要保護生徒就学援助事業 Ｂ 教育振興費

中 振 － 7 中学校コンピュータ機器導入事業 B 教育振興費

中 振 － 8 中学校デジタル教科書整備事業 B 教育振興費

中 振 － 9 中学校理科教育設備事業 Ａ 教育振興費

幼 － 1 環境整備事業 Ｂ 幼稚園費

幼 － 2 幼稚園運営事務経費 Ｂ 幼稚園費

幼 － 3 上部団体等負担金 Ｂ 幼稚園費

幼 － 4 日本スポーツ振興センター負担事業 Ｂ 幼稚園費

幼 － 5 預かり保育事業 Ａ 幼稚園費

給 セ － 1 学校給食事業 Ｂ 学校給食センター運営費
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事業番号 事 務 ・ 事 業 名
自己評価
(事業評価)

予算科目
（目名）

令和５年度　事務・事業点検・評価総括表【学校教育関係】

給 セ － 2 学校給食施設改修事業 Ｂ 学校給食センター運営費
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事業番号 事 務 ・ 事 業 名
自己評価
(事業評価)

予算科目
（目名）

社 総 － 1 生涯学習アドバイザー設置事業 Ｂ 社会教育総務費

社 総 － 2 社会教育団体補助事業 Ｂ 社会教育総務費

社 総 － 3 社会教育委員設置事業 Ｂ 社会教育総務費

社 総 － 4 二十歳を祝う会開催事業 A 社会教育総務費

社 総 － 5 生涯学習事業 Ｂ 社会教育総務費

社 総 － 6 青少年健全育成事業 Ｂ 社会教育総務費

社 総 － 7 社会教育主事等設置事業 Ｂ 社会教育総務費

社 総 － 8 社会教育事業事務経費 Ｂ 社会教育総務費

社 総 － 9 生涯学習フェスティバル開催事業 A 社会教育総務費

社総－10 文化連盟補助事業 A 社会教育総務費

公 民 － 1 公民分館活動費助成事業 B 公民館費

公 民 － 2 公民館維持管理事業 Ｂ 公民館費

公 民 － 3 公民館文化事業 A 公民館費

公 民 － 4 宇園別公民分館維持管理事業 Ｂ 公民館費

公 民 － 5 伊香牛公民分館維持管理事業 Ｂ 公民館費

公 民 － 6 北星公民分館維持管理事業 Ｂ 公民館費

公 民 － 7 開明公民分館維持管理事業 Ｂ 公民館費

公 民 － 8 東公民分館維持管理事業 Ｂ 公民館費

公 民 － 9 緑郷公民分館維持管理事業 Ｂ 公民館費

公民－10 イチイ学園運営事業 Ｂ 公民館費

公民－11 家庭教育学級事業 B 公民館費

公民－12 少年ふるさと教室運営事業 Ａ 公民館費

公民－13 公民館講座事業 Ｄ 公民館費

公民－14 公民館事業事務経費 Ｂ 公民館費

公民－15 開明公民分館支障木伐採事業 Ａ 公民館費

文 保 － 1 文化財審議会委員設置事業 B 文化財保護費

図 書 － 1 図書館維持管理事業 Ｂ 図書館費

図 書 － 2 図書館業務事業 Ｂ 図書館費

令和5年度　事務・事業点検・評価総括表【社会教育関係】
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事業番号 事 務 ・ 事 業 名
自己評価
(事業評価)

予算科目
（目名）

令和5年度　事務・事業点検・評価総括表【社会教育関係】

図 書 － 3 図書館図書購入事業 Ｂ 図書館費

図 書 － 4 子育て支援図書贈呈事業 Ａ 図書館費

図 書 － 5 図書館ネットワーク推進事業 Ｂ 図書館費

緑 館 － 1 緑の館維持管理事業 Ｃ 緑の館管理費

保 総 － 1 スポーツ推進委員設置事業 Ｂ 保健体育総務費

保 総 － 2 スポーツ活動推進事業 Ｂ 保健体育総務費

保 総 － 3 スポーツ協会補助事業 Ｂ 保健体育総務費

保 総 － 4 小中学生スポーツ振興補助事業 Ａ 保健体育総務費

保 総 － 5 保健体育総務一般事務費 Ｂ 保健体育総務費

保 総 － 6 ツール・ド・北海道2023受入事業 Ｄ 保健体育総務費

体 施 － 1 町民プール管理事業 B 体育施設費

体 施 － 2 町民テニスコート管理事業 Ｂ 体育施設費

体 施 － 3 町民ゲートボール場管理事業 Ｂ 体育施設費

体 施 － 4 クロスカントリー支援事業 Ｂ 体育施設費

体 施 － 5 伊香牛地区体育館維持管理事業 Ｂ 体育施設費

体 施 － 6 北星地区体育館維持管理事業 Ｂ 体育施設費

体 施 － 7 開明地区体育館維持管理事業 Ｂ 体育施設費

ス ポ － 1 スポーツセンター管理事業 Ａ スポーツセンター費

ス ポ － 2 スポーツセンター改修事業 A スポーツセンター費

ス ポ － 3 スポーツ施設照明ＬＥＤ化改修事業 A スポーツセンター費
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事業番号 農－１ 1

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R3年度 R4年度

C C自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
　田んぼの学校の管理事業は、農業
振興課が担当している。
（H28：2,986,525円）
（H29：4,141,349円）
（H30：2,481,673円）
（R元  ：2,556,466円）
（R２   : 2,746,575円）
（R３   : 2,941,863円）
（R４   : 2,742,079円）
（R5  ：3,210,500円）

コメントによる評価

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、実行委員会を組織した「町民田植え祭」を実
施することができなかったため、事業の目的は達
成度が十分とは言えない。

一般財源 857 円

　食育の拠点として、児童生徒が自ら手をかけ育てた水稲で学校給食を賄い、子ども
達が食することで食育並びに郷土農業の歴史を学ぶ食農教育を実施し、町民田植祭及
び稲刈りを実施する実行委員会への運営費としての補助金と田んぼの学校農舎の維持
管理費。

○補助の内容
　・田んぼの学校実行委員会補助金（稲刈り）     　 338,418円
　・田んぼの学校町民田植え祭　中止（コロナ感染症拡大防止により）
　・田んぼの学校稲刈り　9/29　荒天により中止、昼食のみ

　・R４収量　 　約120俵

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため町民田植え祭は中止し、規模を縮小して、当
麻小学校４・5・6年生、宇園別小学校全児童により田植え（5/29）を行った。
　稲刈りについては、コロナ禍以前同様、当麻小学校４・5・6年生、宇園別全児童、当麻中
学校１・３年生　による稲刈り（9/29）を実施したが、突然の荒天により稲刈りを中止し、
参加者全員で昼食をとった。

特記事項

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 農林業費 地方債

２７年度項 農業費 その他 1,702,000 円

目 田んぼの学校費

令和5年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校施設係

事 業 名 田んぼの学校運営事業 1,702,857 円



事業番号 教－１ 2

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

○教育委員会議の状況　　開催回数　7回

○学校訪問の状況（学校運営協議会委員と合同開催）
　　R5. 12. 11  　当麻中学校・当麻小学校
　　R5. 12. 12　  当麻幼稚園・宇園別小学校
　

○研修会の状況
　市町村教育委員会新任委員研修会　【オンライン会議】
   上川管内中央部8町女性教育委員研修会　【愛別町　中止】

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・平成29年4月から教育長が教育委
員会の代表となる新教育長制度に移
行。
・令和2年4月から新たに中村欣也
教育長が就任（現在2期目）コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 当麻町教育委員会活動事業 1,350,364 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

　教育の政治的中立性の確立と教育行政の安定及び推進を図る。
　・教育委員　４名（教育長を除く）
　
　　委　員　森脇　幸司
　　　　　   上野和香子
　　　　　　山下　博昭
　　　　　　田中　啓嗣
　　教育長　中村　欣也

項 教育総務費 その他

目 教育委員会費 一般財源 1,350,364 円



事業番号 事－１ 3

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ａ A自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・事業の目的は十分に達成されている。
・各学校毎に特色ある学習授業を地域と共に実施
し、通常の授業では学習できない体験等を通じ、
児童生徒の成長が見られた。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 特色ある学校づくり推進事業 842,998 円

決算科目
財
源
内
訳

目 事務局費 一般財源 842,998 円

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 教育総務費 その他

　各学校が地域に開かれた特色ある学校づくりを目指し、各種事業を展開する。

○各学校の主な取組
（１）当麻小学校（299,651円）
　・農園活動などの体験学習　・外部講師による授業支援
　・英語活動の実施
（２）宇園別小学校（228,651円）
　・栽培活動の実施　・席書会　・かえでの木の育成
　・英語活動の実施　・地域の人材活用の実施
（３）当麻中学校（314,696円）
　・吹奏楽部定期演奏会、外部講師による授業支援
　・職場体験学習　・総合的な学習の時間を活用した多様な活動（卒業文集作成等）

特記事項



事業番号 事－２ 4

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 当麻町教育研究会補助事業 698,580 円

決算科目
財
源
内
訳

事務局費 一般財源 698,580 円

　当麻町の学校教育に関する研究の推進と社会教育における関連事項の研究の推進に
寄与する。

○補助の内容
　当麻町教育研究会実践事業補助金　　698,580円
○事業の状況
　・幼保園児の交流体験（幼・保・小の連携）、小6中学校体験入学
　　中学校教諭の小学校出前授業、小学校教諭の中学校乗り入れ授業
○各部会の研修と活動
　・小中一貫教育に向けた学校教育課程などの検討協議
　・共同学校事務室会議
　・各研究大会等の参加

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 教育総務費

目

その他



事業番号 事－３ 5

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ａ A

学校教育課　学校教育係

事 業 名 はばたけふる里応援事業 6,500,000 円

決算科目
財
源
内
訳

コメントによる評価

・事業の目的は十分に達成されている。

令和５年度　点検評価表

担当部署

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

２６年度

　本町には高校が設置されていないことから、町内在住の高校生の保護者を対象に、
高校で学ぶ費用に対して一部助成を実施することで経済的負担の軽減が図られ、子育
て支援の向上が図られる。

　・高校生就学支援補助金　　年間５万円×３年＝１５万円/人

○事業の状況
　・平成30年度　　　　　　　　　　　　　・令和３年度
　　　交付人数　162人　　　　　　　　　　　 交付人数　160人
　　　交付金額　8,100,000円　　　　　　　   交付金額　8,000,000円

    ・令和元年度　　　　　　　　　　　　  ・令和４年度
　　　 交付人数  165人　　　　　　　　　　    交付人数 　134人
　　　 交付金額  8,250,000円　　　　　　　  交付金額    6,700,000円

    ・令和2年度　　　　　　　　　　　　　・ 令和5年度
　　　 交付人数  160人　　　　　　　　　　　 交付人数　  130人
　　　 交付金額  8,000,000円　　　　　　　  交付金額　 6,500,000円

項 教育総務費 その他

目 事務局費 一般財源 6,500,000 円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）



事業番号 事－４ 6

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ａ A

項 教育総務費 その他 875,000 円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・事業の目的は十分に達成されている。
・普段から英語に親しむことで、園児、児童生徒
が英会話へ楽しみながら積極的に取り組む姿勢が
見られた。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 英会話講師配置事業 5,875,346 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金

目 事務局費 一般財源 346 円

○英会話講師（１名）
　・報酬　　　　　　4,297,555円（報酬）
　・職員手当等　　　　834,250円（期末手当）
　・共済費　　　　　　719,541円（社会保険料）
　・旅費　　　　　　　  24,000円（通勤手当）
　
○指導の状況
　当麻幼稚園、当麻小学校、宇園別小学校、当麻中学校

　国際理解教育の一環として、小学校から外国語に慣れ親しませるため、英語に堪能
な民間人の協力を得て英会話を中心とした学習を推進する。

事業開始年度

款 教育費 地方債 5,000,000 円



事業番号 事－５ 7

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ａ A

目

4,316,000 円その他教育総務費項 ２５年度

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 学校図書館職員配置事業 4,316,604 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

事務局費 一般財源 604 円

　活字離れの児童生徒と読書を繋ぐ役割を果たすとともに、自由な読書活動と学びの
環境の充実を目的に、小・中学校に学校図書館司書を配置し、蔵書整理及び学校図書
館機能向上を図る。

○配置の状況
　・当麻小学校と宇園別小学校兼務　１名
　・当麻中学校　　　　　　　　　　１名
　
　・報酬　　　　　 3,148,476円（報酬）
　・職員手当等　　 　604,772円（期末手当）
　・共済費　　　 　　539,356円（社会保険料）
　・旅費　　　　　　　24,000円（通勤手当）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・平成２５年度より中学校に１名、
平成２６年度より、小学校２校で１
名の図書館司書を配置した。

コメントによる評価

・事業の目的は十分に達成されている。
・児童、生徒の図書館利用の頻度が配置前と比較
して増加しており効果が表れている。



事業番号 事－6 8

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

C C

○配置等
　・当麻中学校　　　　　　　　　　１名
〇予算額
　・報酬　　　　　 3,600,000円（報酬）
　・職員手当等　　 　449,000円（期末手当）
　・共済費　　　 　　637,000円（社会保険料）
　・旅費　　　　　　　24,000円（通勤手当）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・中学1年生の生徒数が2学級維持できる人数に
となったことから、当該事業は執行しなかった。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 臨時教員配置事業 0 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 教育総務費 その他

目 事務局費 一般財源 0 円

　令和5年度中学1年生に進学する児童が異動などにより、学級編成基準・配置基準
上、1学級になることが想定され、2学級による少人数指導を継続して実施できるよう
町費による臨時教員1名を雇用し、安定した学校運営を維持する。



事業番号 事－7 9

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

C Ｂ

目 事務局費 一般財源 60,000 円

　校長会会員相互の連絡及び協調と教頭会会員との協調を図り、町内学校管理職の職
能向上並びに当麻町の教育振興に寄与することを目的にした事業を補助する。

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 校長会・教頭会補助事業 60,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款

項 教育総務費 その他

○事業の状況
　・当麻町校長会補助金　　30,000円
　・当麻町教頭会補助金　　30,000円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和５年度　点検評価表

教育費 地方債



事業番号 事－8 10

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 児童生徒・教職員定期健康診断事業 1,909,065 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

　教職員、児童生徒の健康管理のため健康診断を実施し、早期発見・早期治療に努め
る。

○学校医（町立診療所長）～健康診断及び健康相談
○学校歯科医（山崎歯科医・菊地歯科医）～歯科検診及び健康相談
○学校薬剤師（野々村薬剤師）～各種検査及び学校薬剤保管の指導

○事業の状況
　・教職員の健康診断
　　・健康診断　→医療法人社団慶友会と委託契約を結び実施
　　・人間ドック→希望者により公立学校共済を通じ実施
　・児童生徒等の健康診断
　　・内科検診（幼小中）　・歯科検診（幼小中）　・心電図検査（小中）
　　・尿検査（幼小中）　　・蟯虫卵検査（小）
　・就学前検診〔令和6年度就学予定者を対象に実施〕
　　・内科検診　・歯科検診　・視力検査　・聴力検査
　・薬剤師によるその他検査
　　・各学校の水質検査と照度検査を隔年で実施

特記事項

目 事務局費 一般財源 1,909,065 円

項 教育総務費 その他



事業番号 事－9 11

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

B B

事務局費 一般財源

　きめ細やかな指導や学習支援にあたるため、外部講師を配置し、生徒一人一人の基
礎的・基本的な学習内容の定着及び個に応じた指導方法や体制の充実を図る。

○配置の状況
　　当麻中学校　1名
　　・報酬　　　　 　2,248,518円（会計年度任用職員報酬）
　　・職員手当等　　 　299,550円（期末手当）
　　・共済費　　　　 　390,627円（社会保険料）
　　・旅費　　　　　　　22,000円（通勤手当）

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・生徒一人一人に対する目配り、つ
まづきの早期発見等の対応が迅速に
なり、習熟度別指導の推進による学
力向上が図られている。

・学習内容の定着化には、小学校か
らの積み重ねも重要であることか
ら、小学校での取組みも課題であ
る。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

事業開始年度

款

695 円

地方債

特記事項

2,960,695 円

決算科目
財
源
内
訳

項 教育総務費 その他 2,960,000 円

目

教育費

国道支出金

事 業 名 学力向上外部講師配置事業

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係



事業番号 事－10 12

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

　教育行政の推進を図るための事務局に要する経費。

○事務局費の内訳
　・報酬　　   1,836,681円（会計年度任用職員報酬）
　・職員手当等　354,564円（会計年度任用職員期末手当）
　・共済費　   　673,371円（会計年度任用職員社会保険料）
　・旅費　     　　77,710円（教育長の旅費、会計年度任用職員通勤手当 他）
　・需用費 　  　535,226円（購読料、追録代　他）
　・役務費　　  　28,439円（郵送、ＦＡＸリース料）
　・委託料　 　  175,700円（会計年度任用職員の健康診断委託料）
　・使用料  　　 228,319円（複写機使用料）
　・借上料　     　   9,250円（自動車借上料）
　・補助金      　299,314円（修学旅行引率諸経費等助成金、中学校生徒進路指導事務費助成金）

　・負担金　  　   46,000円（会議負担金）

事務局費 一般財源 4,264,574 円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

事 業 名 事務局費総務事業 4,264,574 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

目

項 教育総務費

令和５年度　点検評価表

その他

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校教育係



事業番号 事－11 13

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

令和５年度　点検評価表

　へき地・複式・小規模校が抱える諸問題や今日的な課題を解決するために、実践的
な研究の推進を図ることを目的にその活動を補助する。

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
　平成２４年度より宇園別小学校が
完全複式となったことにより、研究
活動を再開した。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 当麻町へき地・複式研究連盟補助事業 28,987 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

２４年度

○補助の内容
　当麻町へき地・複式教育研究連盟事業補助金　　28,987円
○事業の内容
　・研究授業の開催
　・上部団体との合同研修の実施
　・参考図書の購入

目 事務局費 一般財源 28,987 円

特記事項

項 教育総務費 その他



事業番号 事－12 14

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

事 業 名 上川教育研修センター運営費負担事業 414,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 教育総務費 その他

目 事務局費 一般財源 414,000 円

学校教育課　学校教育係

令和５年度　点検評価表

担当部署

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

　市町村が共同して行う、教職員等の研修並びに研修に関する調査研究を円滑に実施
するため、上川教育研修センターの町負担金として支出する。

○負担金の内容
　上川教育研修センター組合負担金　414,000円（人口割及び教職員割）

○上川教育研修センターの主な状況
　・教職員に向けた教科別のほか、多様なニーズに応じた研修講座の開催
　・北海道立教育研究所と連携した講座の開催
　・教育講演会の開催

特記事項



事業番号 事－13 15

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ａ A

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 修学旅行経費助成事業 4,095,972 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 30,000 円 事業開始年度

一般財源

款 教育費 地方債 4,065,972 円

事務局費

２５年度項 教育総務費 その他

目

　小学校６年生、中学校3年生全員を対象に、修学旅行に係る経費全額（実費）を助成
する。

○補助の状況

　
　
　小学校
　・一人当たり　約26,700円
　・１泊２日　　当麻小学校（札幌－小樽）宇園別小学校（札幌－小樽）
　中学校
　・一人当たり　約53,000円
　・３泊４日（函館－ルスツ）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・本町が推進する子育て支援事業の
一環である。
・町内に在住し、町外の中学校に在
籍する生徒の修学旅行経費について
も同様に助成を行っている。
・２８年度から、小学校児童の修学
旅行経費についても助成を開始し
た。

コメントによる評価

・保護者の経済的負担の軽減もされ、子育て支援
の向上が図られているため、事業の目的は十分に
達成されている。

令和５年度　点検評価表

校種別 対象者数 前年比 支給額 前年比

小学校 58人 10人 1,551,113円 315,504円

中学校 48人 1人 2,544,859円 △ 442,748円



事業番号 事－14 16

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

教育総務費 その他

　教員住宅機能の維持や経年による修繕等を計画的に実施する。

　・ニュータウンとうま教職員住宅　4戸
　・柏ヶ丘教職員住宅    4戸(うち空き家3戸）
　・かえで教職員住宅　 2戸
　・南１条教職員住宅　 5戸(うち空き家2戸）
　・つつじ教職員住宅　 3戸(うち空き家1戸）

○維持管理費の内訳
　・修繕料　　　178,145円（石油給湯器修繕等）
　・手数料　　 　 14,105円（口座振替手数料、浄化槽検査料等）
　・委託料　　   304,750円（合併浄化槽点検委託料、敷地内草刈委託料）
   ・備品購入費　170,720円（南1条教職員住宅ストーブ）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校施設係

667,720 円

一般財源

事 業 名 教職員住宅維持・管理事業 667,720 円

決算科目
財
源
内
訳

目 事務局費

項

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債



事業番号 事－15 17

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

－ B

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 教育総務費 その他

目 事務局費 一般財源 814,000 円

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校施設係

事 業 名 教職員住宅解体事業 814,000 円

決算科目
財
源
内
訳

　経年により老朽化が進み空き家となっておる柏ケ丘教職員住宅を解体する。

　柏ケ丘教職員住宅
　　・3棟4戸

○解体（R6)に向けたアスベスト調査委託料
　・一式　814,000円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
R5住宅のアスベスト含有調査を実
施し、R6住宅の解体を行う。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 事－16 18

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

款

令和５年度　点検評価表

教育費 地方債

事務局費 一般財源 445,601 円

　各種教育機関等との連携や情報の提供及び共有を図り、円滑な教育行政を推進す
る。

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

項 教育総務費 その他

目

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 上部団体等負担金 445,601 円

○負担金の状況
　・上川二地区中学校体育・文化連絡協議会連盟負担金
　・上川管内教育委員会連合会教育長部会負担金
　・上川管内教育研究会負担金
　・社会保険協会費
　・当麻町危険物安全協会費
　・上川へき地・複式教育研究会負担金
　・北海道公立文教施設整備期成会分担金
　・旭川市適応指導教室負担金

特記事項



事業番号 事－17 19

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

B B

項 教育総務費 その他

目

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
　平成２５年度より、部活動の日程
等で宿泊2日間での「イングリッ
シュキャンプ」への参加生徒の確保
が困難となったため、１日日程で英
語を浴びる「イングリッシュシャ
ワー」に変更し、開催を２回とし
た。
・パート１では、オーストラリアの
中学生達が研修旅行で日本を訪れた
機会をとらえ、交流することができ
実践的な英会話を体験することがで
きた。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

事務局費 一般財源 141,561 円

　英会話講師とふれあいながら英語を活用し、外国の文化を学ぶ研修を実施すること
で、国際感覚を身に付け、広い視野や考え方を養うことを目的に次の事項について推
進を図る。
○交流や学習をとおして、英語への親しみを持つ機会を提供する。
○国際語としての英語に慣れ親しみ、英語への抵抗感をなくす機会を提供する。
○英語に興味関心を持つ生徒の意欲を大切にし、さらに関心を高める機会を提供す
る。

○補助金の内容
　中学生国際理解教育研修事業助成金　　141,561円

○事業の状況
　イングリッシュシャワー2023　パート1
　　・開催日　　令和5年10月3日  （火）
　　・開催場所　当麻中学校
　　・参加対象者　中学生

　イングリッシュシャワー2023　パート2
　　・開催日　　令和5年10月27日 （金）
　　・開催場所　当麻中学校
　　・参加対象者　小学校高学年・中学生

特記事項

財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 中学生国際理解教育研修事業 141,561 円

決算科目



事業番号 事－18 20

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

事業開始年度

款 教育費 地方債

項 教育総務費 その他 37,093,000 円

目 事務局費 一般財源 253,447 円

〇事業の状況
　特別支援員（学習支援員含）の配置状況
　・配置校及び人数   ・当麻幼稚園      3名    ・当麻小学校      6名
　　　　　　　　　   ・当麻中学校　　4名

　・報酬　 　　27,444,581円（報酬）
　・職員手当等　4,821,666円（期末手当）
　・共済費　　　4,627,979円（社会保険料）
　・旅費　　　　　347,755円（通勤手当）
　・消耗品　　　　  79,969円（ノート、学習補助教材　他）
　・負担金　　　　  24,497円（上川管内特別支援学級設置学校長協会負担金）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・教育・福祉・医療等の関係機関が
連携協力し適切な支援を行うことが
できている。

事 業 名

担当部署 学校教育課　学校教育係

令和５年度　点検評価表

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

特別支援教育事業 37,346,447 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金

　特別な教育的支援を必要とする乳幼児、児童、生徒に対し、教育、福祉、医療等関
係機関が連携協力して適切な支援を行うことを目的に、各学校等における特別支援教
育の推進と充実を図る。



事業番号 事－19 21

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

財
源
内
訳

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 芸能鑑賞事業 350,000 円

決算科目

目 事務局費 一般財源 350,000 円

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 教育総務費 その他

令和５年度　点検評価表

　町内の小学生児童を一堂に会し、専門家による講演を鑑賞させることにより、児童
に豊かな情操を育てることを目的とする。

○補助の内容
　芸能鑑賞会補助金　350,000円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・実施主体は、当麻町教育研究会。
・R2・3　新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止対策に伴い、芸能
鑑賞会を中止したたが、R4に3年ぶ
りに鑑賞会を開催することができたコメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 事－20 22

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

ー B

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 学校教育支援アドバイザー設置事業 3,996,278 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

R5年度項 教育総務費 その他 3,996,000 円

目 事務局費 一般財源 278 円

　学校教育の複雑で多様化する様々な問題・課題に対し、学校現場に適切なサポート
などができるよう教育委員会内にアドバイザーを設置する事業。

○事業の内容
　・報酬　  　　3,061,990円（会計年度任用職員報酬）
　・職員手当等　  380,056円（会計年度任用職員期末手当）
　・共済費　　　  530,232円（社会保険料）
　・旅費　　　　　 24,000円（通勤手当）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 事－21 23

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

事 業 名 オンライン学習支援事業 2,736,360 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

目 事務局費 一般財源 360 円

R２年度項 教育総務費 その他 2,736,000 円

・概ね事業の目的は達成されている。

特記事項

コメントによる評価

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・新型コロナウイルス感染症の感染
拡大に伴い、学校の分散登校やリ
モート授業のための環境整備は整え
ることはできたが、家庭学習へのさ
らなる活用など今後も継続的な課題
はある。

　インフルエンザなどにより、臨時休業となった児童・生徒の家庭での学習及び日頃
の学習を支援するため、学習アプリの提供を行う。

○事業の内訳
　・使用料　　　1,683,000円（スタディサプリ使用料）
　　　　　　　　1,053,360円（iフィルタリング使用料）

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係



事業番号 事－22 24

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

財
源
内
訳

国道支出金

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 ＧＩＧＡスクール推進事業 689,119 円

決算科目

・さらなる1人1台端末、ICT機器の
効果的な活用と工夫、研究を継続し
ていく必要がある。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

特記事項

　

款 教育費 地方債

R2年度項 教育総務費 その他

目 事務局費 一般財源 689,119 円

　ＧＩＧＡスクール構想における1人1台端末を導入し、学校においてＩＣＴを基盤と
した先端技術等の効果的な活用を図る。また、学校の臨時休校等の緊急時においても
ＩＣＴの活用により児童・生徒が家庭でも学習を継続できる環境を整備する。

○事業の内容
　　・消耗品費　 297,000円（GIGA端末用充電器）
　　・委託料　　　81,400円（ドメイン管理委託料）
　　・使用料　  　 30,989円（授業目的公衆送信使用料）
　　・修繕料　 　279,730円（端末修理）



事業番号 事－23 25

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

A A

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 スクールソーシャルワーカー配置事業

令和５年度　点検評価表

3,383,787 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金

項 教育総務費 その他 3,383,000 円

目 事務局費 一般財源 787 円

事業開始年度

款 教育費 地方債

R3年度

　いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など生徒指導上の課題に対応するため、教育
分野に関する知識に加えて、社会福祉等の専門的な知識や経験を用いて児童生徒が置
かれた様々な環境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワークを活用したりして、
問題を抱える児童生徒への支援を行うスクールソーシャルワーカーを配置し、教育相
談体制を整備する。

○事業の内容
　・報酬　  　　2,440,304円（指導員報酬）
　・職員手当等　  420,345円（会計年度任用職員期末手当）
　・共済費　　　  399,139円（社会保険料）
　・旅費　　　　　 24,000円（通勤手当）
　・消耗品費　　　 99,999円（学習指導教材等）

○Ｒ５相談件数　４１件

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・当麻小学校を拠点校に、全小中学
校を対象に支援を行っている。
・令和4年度には、当麻小学校の校
舎一部を改修し、多目的指導教室
「かがやき」を開設し、相談体制と
児童生徒支援の強化を図っている。

コメントによる評価

・事業の目的は十分に達成されている。



事業番号 ス－１ 26

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

地方債

　路線地域の小中学校の児童生徒の通学及び住民の公共交通を確保し、小中学校等が
実施する学習活動、教科外活動等の教育振興に関する行事において運行することを目
的とする。

スクールバスの台数
　・大型バス　　　1台
　・マイクロバス　2台
　・ワゴン車　　　1台

○運行状況

○運行業務委託先
　・業者名　　有限会社旭川交通
　・委託期間　令和  3年6月1日から令和6年5月31日（3年間）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

款 教育費

令和５年度　点検評価表

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校施設係

事 業 名 スクールバス運営事業 24,885,345 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

項 教育総務費 その他 155,200 円

目 スクールバス運営費 一般財源 24,730,145 円

路線名 運行日数 利用者数 運賃収入 摘　要

東・開明線 294日 3,602人 うち大人 206人

緑郷線 294日 2,104人 うち大人 420人

児童送迎 6,098人
少年団・部活生送迎 587人

貸切業務 240回 4,784人

125,200円



事業番号 小管－1 27

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

款 教育費 地方債

令和５年度　点検評価表

　当麻町の各小学校において、児童が効率よく学習できる環境整備に努める。

　・当麻小学校
　・宇園別小学校

○事業の内訳
　・報酬　　　　1,924,313円（当麻小学校会計年度任用職員1名の報酬）
　・職員手当等　　367,408円（当麻小学校会計年度任用職員1名の職員手当）
　・共済費　　　　336,297円（当麻小学校会計年度任用職員1名の賃金共済費）
　・印刷製本費　　　  4,400円（校長写真）
　・通信運搬費　　563,007円（郵送料、電話料、FAXリース料）
　・使用料　　　　932,460円（コピー機、印刷機、電話機リース料）
　・備品購入費　　171,888円（歴代校長額縁）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 小学校事務費 4,299,773 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

項 小学校費 その他

目 学校管理費 一般財源 4,299,773 円



事業番号 小管－2 28

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

令和５年度　点検評価表

　当麻小学校において、児童が効率よく学習できる環境整備に努める。

○事業の内訳
　・消耗品費　　1,287,532円（維持管理用消耗品）
　・燃料費　　　4,584,632円（レギュラーガソリン、A重油）
　・食糧費　　 　　 　6,805円（来客用コーヒー　他）
　・印刷製本費　　  33,000円（健康調査票、からだのきろく）
　・光熱水費　　4,914,631円（上下水道料、高圧電気料、プロパンガス）
　・修繕料　　　1,532,997円（小破修繕、児童用トイレ扉改修修繕　他）

　・医薬材料費　　  34,099円（カットバン　他）
　・手数料　　　　152,805円（クリーニング代　等）
　・委託料　　　4,493,577円（警備委託、各種保守点検委託、清掃委託　等）
　・工事請負費　1,098,350円（保健室洗濯設備改修工事）
　・原材料費　　　   30,000円（グラウンド用土　等）
　・備品購入費　　370,700円（ミニ耕運機、加湿空気清浄機）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校施設係

事 業 名 当麻小学校維持・管理事業 18,539,128 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 小学校費 その他

目 学校管理費 一般財源 18,539,128 円



事業番号 小管－3 29

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

B B

令和５年度　点検評価表

　学校施設機能の維持や経年による修繕等を計画的に実施する。

○事業の内訳
　・工事請負費   11,121,000円
　　　　　　　（職員用トイレ増設工事、テラス木平板改修工事）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校施設係

事 業 名 当麻小学校改修事業 11,121,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 小学校費 その他 11,121,000 円

目 学校管理費 一般財源



事業番号 小管－4 30

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校施設係

事 業 名 宇園別小学校維持・管理事業 11,500,955 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 小学校費 その他

目 学校管理費 一般財源 11,500,955 円

　宇園別小学校において、児童が効率よく学習できる環境整備に努める。

○事業の内訳
　・消耗品費　　  　333,848円（維持管理用消耗品）
　・燃料費　　　     919,558円（レギュラーガソリン、灯油）
　・食糧費　　　　　　5,947円
　・光熱水費　  　3,911,126円（水道料、電気料、高圧電気料、プロパンガス）
　・修繕料　　　  　858,748円（小破修繕、児童・職員玄関床修繕 等）
　・医薬材料費　　    　9,883円（保健室用医薬品）
　・手数料　　　　  391,890円（クリーニング代、ストーブ分解清掃　等）
　・委託料　　 　 3,334,859円（警備委託、各種保守点検委託、清掃委託　等）
　・借上料　　　　 　66,000円（トラクター借上料 等）
　・原材料費　　　　 19,976円（ペンキ　等）
　・備品購入費  　1,176,120円（事務用シュレッダー 等）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 小管－5 31

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

事 業 名 宇園別小学校改修事業

事業開始年度

・概ね事業の目的は達成されている。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

19,690,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金

款 教育費

　学校施設機能の維持や経年による修繕等を計画的に実施する。

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

地方債 17,000,000 円

項 小学校費 その他 770,000 円

目 学校管理費 一般財源 1,920,000 円

○事業の内容
　・工事請負費　19,690,000円
　　　　　　　　（浄水器設置工事、体育館屋根改修工事）



事業番号 小管－6 32

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

項 小学校費 その他

令和５年度　点検評価表

　児童の事故・災害に備えるため、災害給付金に加入し、保護者の負担軽減を図る。

○加入先
　独立行政法人　日本スポーツ振興センター
○一人当たりの掛金
　935円/人（内訳：委員会負担　565円、保護者負担　370円）
○災害給付金支払い状況（件数は、延べ人数による給付件数）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・掛金のうち、保護者負担金分を除
く、約６割分を支出するものであ
る。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 日本スポーツ振興センター負担事業 255,420 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

87,320 円

目 学校管理費 一般財源 168,100 円

校種別 給付件数 給付金額

当麻小学校 3件 16,604円

宇園別小学校 0件 0円

当麻中学校 31件 462,916円

当麻幼稚園 0件 0円



事業番号 小振－１ 33

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

項 小学校費 その他

目 教育振興費 一般財源 39,600 円

　小学校３・4年生が社会科授業で使用する副読本を作成する。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 社会科副読本作成事業 39,600 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

○事業の状況
　・委託料　38,000円（社会科副読本　20部）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・令和５年度各自の端末でも表示可
能にするためデータ化を行った。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 小振－２ 34

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

特記事項

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

教育費 地方債

　各小学校の教育活動の推進を図る。

　・当麻小学校
　・宇園別小学校

○事業の内容
　・消耗品費　　　　 3,093,923円（消耗品・学用品）
　・印刷製本費　　　　　44,077円（卒業文集）
　・修繕料　　　　　 　113,410円（教材修理）
　・手数料　　　　　　　53,900円（ピアノ調律）
　・委託料　　　　　　　56,379円（薬品処理委託料）
　・使用料　　　　　　　  6,050円（教材システムソフト使用料）
　・借上料　　　　　　  　6,000円（自動車借上料）
　・備品購入費　　    1,103,714円
　　①当麻小学校　　（学校用図書、学級用オルガン）
　　②宇園別小学校　（学校用図書）

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 小学校教育振興事業 4,477,483 円

項

目

小学校費 その他

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款

教育振興費 一般財源 4,477,483 円

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）



事業番号 小振－３ 35

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ Ｂ

教育費 地方債

項 小学校費 その他

一般財源 1,243,608 円

　小学校におけるＩＴ化に対応する学習環境を整備し、インターネットなど情報機器
を効果的に活用することで、表現する力及びコミュニケーションする力を育成する。

　・当麻小学校
　・宇園別小学校

○事業の内訳
　・消耗品費　　　601,424円（プリンターインク、リサイクルトナー　他）
　・修繕料　　　　226,160円（コンピュータ機器修繕）
　・通信運搬費　　329,340円（プロバイダー料 他）
　・使用料         　   86,684円（システムソフト使用料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 コンピュータ教育推進事業 1,243,608 円

決算科目
財
源
内
訳

令和５年度　点検評価表

目 教育振興費

国道支出金 事業開始年度

款



事業番号 小振－４ 36

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

B B

○機器導入の状況（令和元年度導入分）
　・当麻小学校　　校務用パソコン　　 　 1台　　共用パソコン        　2台
　　　　　　　　　ネットワーク機器       　他
　
   ・宇園別小学校　ネットワークサーバー  1台　　共用パソコン    　　2台
　　　　　　　　　教員用タブレット　　  2台　　校務用パソコン　    1台
   　　　　　　　　 児童用タブレット　　 4台　    ネットワーク機器　  他

○教用具費
　・防災資機材譲渡代金及び利子償還金（北海道市町村備荒資金組合）
　　元金・利子　8,680,138円

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 小学校コンピュータ機器導入事業

項 小学校費 その他

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

目 教育振興費 一般財源 269 円

　小学校においてコンピューター機器を整備し、情報化社会への対応と情報活用能力
の向上を目的に教育環境の充実を図る。

　・当麻小学校
　・宇園別小学校

決算科目
財
源
内
訳

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・令和元年度に備荒資金組合の資金
を活用し小学校のパソコン等の更新
整備を行った。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

2,166,000 円

2,166,269 円



事業番号 小振－５ 37

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

学校教育課　学校教育係

事 業 名 小学校デジタル教科書整備事業 745,800 円

財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款

その他

決算科目

・概ね事業の目的は達成されている。

一般財源 745,800 円

　小学校において、プロジェクター投影での有効かつ効果的な授業指導を行う授業法
のため、デジタル教科書の更新を実施する。

　・当麻小学校
　・宇園別小学校

○デジタル教科書の更新状況
　①当麻小学校
　　・国語、算数（1～6年）・社会（5・6年）・理科（３～６年）・地図帳
　②宇園別小学校
　　・国語、算数（3～6年） ・理科（4～6年） ・地図帳
　

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・令和2年度より配信版のデジタル
教科書を使用し、常に最新の内容を
反映することができている。

コメントによる評価

教育費 地方債

項 小学校費

目 教育振興費

令和５年度　点検評価表

担当部署



事業番号 小振－６ 38

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

財
源
内
訳

国道支出金 223,000 円 事業開始年度

　定められた基準により、就学が困難と認められた学齢児童の保護者に対して、就学
に必要な援助を行う。

○支援費目
　学用品費、新入学学用品費（入学準備金）、通学用品費、校外活動費、体育実技用
具費、給食費、生徒会費、ＰＴＡ会費、クラブ活動費

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署

教育振興費 一般財源 4,290,557 円

学校教育課　学校教育係

事 業 名 要保護・準要保護児童就学援助事業 4,313,557 円

教育費 地方債

決算科目

款

項 小学校費 その他

目

令和５年度　点検評価表

要保護・準要保護児童生徒就学援助費

校種別 対象者数 前年比 支給額 前年比

44人 △ 2人 3,867,327円 

(43人) (△ 6人)
うち入学準備金
　　  162,180

円

35人 0人 4,325,101円 

(34人) (6人)
うち入学準備金

　　　441,000
円79人 △ 2人 8,192,428円 

(77人) (0人)
うち入学準備金

　　663,180円

※支給額は、準要保護児童生徒分のみ（要保護児童生徒分は生活保護費より支給）

※（　）は準要保護児童生徒分で内数
※入学準備金については、令和5年度入学者に対して令和4年3月に支給

△ 1,999,089円 

△ 304,379円 

△ 2,303,468円 

小学校

中学校

合　計

特別支援教育就学奨励費

校種別 対象者数 前年比 支給額 前年比

小学校 12人 0人 446,230円 △ 10,087円

中学校 5人 3人 364,321円 227,520円

合　計 17人 3人 810,551円 217,433円



事業番号 小振－7 39

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

－ Ｂ

教育振興費 一般財源 4,801,610 円

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 小学教師用指導書・指導資料購入事業 4,801,610 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 小学校費 その他

目

　令和６年度の小学校教科書の改訂に伴い、教師用指導書・資料を購入する。

　・当麻小学校
　・宇園別小学校

○教師用指導書・指導資料
　
　消耗品費　4,801,610円
　

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 小振－8 40

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

- Ａ

地方債

項 小学校費 その他

目 教育振興費 一般財源 1,098,900 円

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 小学校理科教育設備事業 2,197,800 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 1,098,900 円 事業開始年度

款 教育費

　小学校において、老朽化等による更新も含め、理科教育に係る教材用備品を整備
し、学校における効果的な小学理科教育の振興を図る。

　・当麻小学校
　・宇園別小学校

【当麻小学校】
　・生物顕微鏡15台
　・デジタル顕微鏡テレビ装置1台
　・タッチパネルモニター付き生物顕微鏡1台
　・アイスメーカー1台
　・サーマルイメージカメラ2台
　・百葉箱（複葉式）1台
　・教材用デジタル気体測定器2個
　・検知管式気体測定器（検知管・ケース付）3台

【宇園別小学校】
　・生物顕微鏡2台

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・国からの補助金を活用し、多くの
理科教育用教材を更新することがで
き、授業等の充実につながった。

コメントによる評価

・事業の目的は十分達成されている。



事業番号 中管－１ 41

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

2,742,351 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金

項 中学校費 その他

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 中学校事務費

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

目 学校管理費 一般財源 2,742,351 円

　中学校において、生徒が効率よく学習できる環境整備に努める。

○事業の内訳
　・通信運搬費　　284,618円（郵送料、電話料金、ＦＡＸ使用料）
　・委託料　　　1,912,900円（学校事務補1名分の委託料）
　・使用料　　　　544,833円（複写機、印刷機、放送受信料、電話機リース料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

款 教育費 地方債

事業開始年度



事業番号 中管－２ 42

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

令和５年度　点検評価表

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校施設係

事 業 名 当麻中学校維持・管理事業 17,115,778 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金

目 学校管理費 一般財源 17,115,778 円

項 中学校費 その他

事業開始年度

款 教育費 地方債

　中学校において、生徒が効率よく学習できる環境整備に努める。

○維持管理費の内訳
　・消耗品費　　   831,309円（維持管理用消耗品）
　・燃料費　　　4,078,066円（レギュラーガソリン、灯油、Ａ重油、プロパンガス）
　・食糧費　　  　　20,503円
　・印刷製本費　  　38,500円（健康調査票　他）
　・光熱水費   　5,346,530円（上下水道料、電気料、高圧電気料）
　・修繕料　  　 1,608,553円（小破修繕、多目的ホール暖房修繕　他）
　・医薬材料費　  　   4,972円（保健室用医薬品）
　・手数料　  　    511,959円（水質検査手数料、ストーブ分解清掃　他）
　・委託料　      3,536,874円（警備、各種点検、清掃、維持管理 等）

　・使用料　        　71,940円（清掃用具使用料）
　・原材料費  　　　23,700円（砂利　他）
　・備品購入費　1,037,872円（牛乳保管用冷蔵庫、充電式刈払機）

特記事項



事業番号 中管－３ 43

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

令和５年度　点検評価表

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 日本スポーツ振興センター負担事業 136,585 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

42,180 円

目 学校管理費 一般財源 94,405 円

項 中学校費 その他

　生徒の事故・災害に備えるため、災害給付金に加入し、保護者の負担軽減を図る。

○加入先
　独立行政法人　日本スポーツ振興センター
○一人当たりの掛金
　935円/人（内訳：委員会負担　565円、保護者負担　370円）
○災害給付金支払い状況（件数は、延べ人数による給付件数）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・掛金のうち、保護者負担金分を除
く、約６割分を支出するものであ
る。

コメントによる評価

校種別 給付件数 給付金額

当麻小学校 3件 16,604円

宇園別小学校 0件 0円

当麻中学校 31件 462,916円

当麻幼稚園 0件 0円



事業番号 中振－1 44

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ａ B

　「木育」の一環で、中学校で使用する町産材の学習机を自ら（小学6年生）が製作
し、中学卒業時に生徒に卒業記念として天板部分（希望者には机用脚を付けて）を贈
呈する。
　平成30年度より本事業の名称を「ふるさと思い出机」とし以後の事業を行ってい
る。

○事業の状況
　・委託料　町産材活用学習机製作委託業務　2,306,200円
　　　　　　机天板・物入　58台
　・消耗品費（デスクマット、卒業生用脚）709,800円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・事業初年度となる平成29年度
は、中学1・2年生及び小学6年生が
製作、新学期から中学校で一斉に机
の使用を開始した。
・平成30年度以降は、小学校6年生
が中学進学前に製作を行い、卒業す
る中学3年生には、卒業記念として
天板をプレゼントしている。
・令和５年度製作分より天板の形状
を刷新し、より学校生活の中で使い
やすいものとし、卒業記念でプレゼ
ント後も機能的な使用ができるよう
にした。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。
・自ら製作することで各自が机に愛着を持ち、大
事に使用されている。

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

平成29年度項 中学校費 その他 3,016,000 円

ふるさと思い出机製作事業 3,016,000 円

目 教育振興費 一般財源

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

事 業 名 中学校教育振興事業 3,741,308 円

決算科目
財
源
内
訳

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事業開始年度

款 教育費 地方債

項 中学校費 その他

目 教育振興費 一般財源 3,741,308 円

国道支出金

　中学校の教育活動の推進を図る。

○教育振興費の内訳
　・消耗品費　　2,658,177円（コピー用紙、学力テスト　他）
　・印刷製本費　  　13,475円（卒業証書）
　・修繕料　　　　155,980円（学習教材修理　等）
　・手数料　 　      118,800円（ピアノ調律料、暗幕脱着手数料）
　・委託料　　　　　  4,400円（薬品処理委託料）
　・借上料　　　  　12,000円（自動車借上料）
　・備品購入費　　778,476円（図書、社会授業用ＤＶＤ　他）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

令和５年度　点検評価表

コンピュータ教育推進事業 989,553 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金

　ＩＴによる学習環境を整備し、情報機器を効果的に活用することにより、表現力及
びコミュニケーション力を育成する。

　・当麻中学校

○事業費の内訳
　・消耗品費　　　　475,193円（プリンターインク、リサイクルトナー　他）
　・修繕料　　　　　239,800円（パソコン機器修理）
　・通信運搬費　   　211,200円（プロバイダー料）
　・使用料　　　  　　63,360円（システムソフト使用料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名

目 教育振興費 一般財源 989,553 円

事業開始年度

款 教育費 地方債

項 中学校費 その他
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ａ A

令和５年度　点検評価表

　部活動を通して生徒の技能、個性の伸長を図り、自己の生活を豊かにするととも
に、強固で豊かな心身の育成を図る。

○事業費の内訳
　　・借　上　料　　　　　　  68,158円（自動車借上料）
　　・クラブ活動助成金　　　889,292円（11クラブ）
　　・上部大会出場助成金　1,312,497円（北海道中学校水泳大会、北海道中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｿﾌﾄﾃﾆｽ大会, 北海道中学校柔道大会、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国中学校柔道大会、北海道中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スキー大会（ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ競技））
       ・クラブ活動用備品　　  　  784,300円 （吹奏楽部ティンパニー・ユーフォニアム）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・事業の目的は十分達成されている。
・大会会場への送迎、上部大会へ出場を決めた部
への助成を行い、生徒たちのがんばりに対し側面
からのサポートを行うことができた。

項

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 クラブ活動助成事業 3,054,247 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金

目 教育振興費 一般財源 2,202,247 円

事業開始年度

款 教育費 地方債

中学校費 その他 852,000 円
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

担当部署

135,050 円

　学校の統合区域にかかる、中学校生徒の通学手段を確保するため、定期乗車運賃の
助成を行う。

○補助の状況

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・ＪＲ並びに道北バスの通学運賃の
全額補助

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

通学奨励費補助事業 135,050 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金

目

事業開始年度

款 教育費 地方債

教育振興費 一般財源

令和５年度　点検評価表

学校教育課　学校教育係

事 業 名

項 中学校費 その他

校種別 対象者数 前年比 支給額 前年比

中学校 8人 △ 1人 135,050円 △ 103,810円
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

　定められた基準により、就学が困難と認められた中学生徒の保護者に対して、就学
に必要な援助を行う。

○支援費目
　学用品費、新入学学用品費（入学準備金）、通学用品費、校外活動費、体育実技用
具費、給食費、生徒会費、ＰＴＡ会費、クラブ活動費

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和５年度　点検評価表

目 教育振興費

教育費 地方債

一般財源 4,507,422 円

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 要保護・準要保護生徒就学援助事業

款

項 中学校費 その他

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 182,000 円

4,689,422 円

事業開始年度

要保護・準要保護児童生徒就学援助費

校種別 対象者数 前年比 支給額 前年比

44人 △ 2人 3,867,327円 

(43人) (△ 6人)
うち入学準備金
　　  162,180

円

35人 0人 4,325,101円 

(34人) (6人)
うち入学準備金

　　　441,000
円79人 △ 2人 8,192,428円 

(77人) (0人)
うち入学準備金

　　663,180円

※支給額は、準要保護児童生徒分のみ（要保護児童生徒分は生活保護費より支給）

※（　）は準要保護児童生徒分で内数
※入学準備金については、令和5年度入学者に対して令和4年3月に支給

△ 1,999,089円 

△ 304,379円 

△ 2,303,468円 

小学校

中学校

合　計

特別支援教育就学奨励費

校種別 対象者数 前年比 支給額 前年比

小学校 12人 0人 446,230円 △ 10,087円

中学校 5人 3人 364,321円 227,520円

合　計 17人 3人 810,551円 217,433円
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

B B

　中学校においてコンピューター機器を整備し、情報化社会への対応と情報活用能力
の向上を目的に教育環境の充実を図る。

　・当麻中学校

教育費 地方債

○機器導入の状況（令和元年度導入分）
　・パソコン教室用パソコン　32台　・パソコン教室用ネットワークサーバー　1台
　・教務用パソコン　　　　　  8台　・共用パソコン　2台
　・ネットワーク機器    他
　
○教用具費
　・防災資機材譲渡代金及び利子償還金（北海道市町村備荒資金組合）
　　元金・利子　16,622,689円

特記事項

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 中学校コンピュータ機器導入事業 4,148,463 円

決算科目

款

項 中学校費 その他 4,148,000 円

目 教育振興費 一般財源 463 円

国道支出金
財
源
内
訳

事業開始年度

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・令和元年度、北海道市町村備荒資
金組合の資金を活用し、中学校のパ
ソコン等の更新整備を行った。

コメントによる評価
・概ね事業の目的は達成されている。
・パソコンの更新整備及びタブレット端末などを
導入し、ICT教育環境の向上が図られている。
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

Ｂ B

項 中学校費 その他

目 教育振興費 一般財源 477,840 円

教育費 地方債

　中学校において、プロジェクター投影での有効かつ効果的な授業指導を行う授業法
のため、デジタル教科書の更新を実施する。

　・当麻中学校

○デジタル教科書の更新状況
　・国語、数学（1～3年） ・理科（１～３年）・地理（3年） ・歴史（3年）
   ・公民（3年） 他

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・令和2年度より配信版のデジタル
教科書を使用し、常に最新の内容を
反映することができている。

コメントによる評価
・概ね事業の目的は達成されている。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 中学校デジタル教科書整備事業 477,840 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R５年度

ー Ａ

地方債

項 中学校費 その他

目 教育振興費 一般財源 699,460 円

　中学校において、老朽化等による更新も含め、理科教育に係る教材用備品を整備
し、学校における効果的な中学理科教育の振興を図る。

　・当麻中学校

○教材用備品
　・生物顕微鏡1２台
　・電気計測器セット1２台

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・国からの補助金を活用し、多くの
理科教育用教材を更新することがで
き、授業等の充実につながった。

コメントによる評価
・事業の目的は十分達成されている。

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校教育係

事 業 名 中学校理科教育設備事業 1,297,560 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 598,100 円 0

款 教育費
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R5年度

B B

特記事項

　幼稚園の施設管理及び維持業務を図り幼児教育施設としての環境を保つ

○維持管理経費の状況
　・消耗品費　　　250,007円（施設用消耗品　他）
　・光熱水費　　3,131,785円（上下水道料、高圧電気料、プロパンガス）
　・修繕料　　　　210,439円（小破修繕、消防設備修繕）
　・役務費　　　　　　 700円（体重計検定料）
　・委託料　　　　626,120円（警備委託、遊具点検委託、グラウンド整備 等）
　・借上料　　　　　  3,000円（機械借上料）
　・備品購入費　　226,628円（図書、屋外用テーブル、業務用電気炊飯器）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

4,448,679 円

財
源
内
訳

令和5年度　点検評価表

決算科目 国道支出金

学校教育課　幼稚園

環境整備事業

担当部署

事 業 名

教育費

幼稚園費

幼稚園費

事業開始年度

目

項

款 地方債

その他

一般財源 4,448,679 円
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決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R5年度

B B

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 幼稚園費 その他

目

令和5年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　幼稚園

事 業 名 幼稚園運営事務経費 4,831,846 円

一般財源 4,831,846 円

　幼稚園運営に伴う事務経費及び公務補・事務員を配置し事務運営を円滑に行い教育
効果を補助する。

〇会計年度任用職員（公務補・事務員）の配置
　・報酬　　　　　2,955,318円（報酬、時間外）
　・職員手当等　　　466,064円（期末手当）
　・共済費　　　　　512,367円（社会保険料等）

○運営事務経費の状況
　・旅費　　　　　　  43,970円（普通旅費）
　・消耗品費   　　　399,999円（事務用消耗品）
　・医薬材料費　　　  45,355円（消毒液　他）
　・通信運搬費　　  　76,896円（電話料、インターネット回線使用料）
　・手数料　　　  　　30,580円（クリーニング代、ピアノ調律料）
　・委託料　　　　　  42,687円（フッ化物洗口調剤委託料）
　・使用料　　　　　258,610円（複写機、印刷機使用料）

特記事項

幼稚園費

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
令和4年度より、公務補・事務員の
人件費を本事業内で予算化

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている.



事業番号 幼－3 55

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R5年度

B B

令和5年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　幼稚園

事 業 名 上部団体等負担金 52,000 円

一般財源 52,000 円

　各種団体への上部機関の負担金

○上部機関の負担金状況
　・北海道国公立幼稚園・こども園協議会負担金　　　　　　　　　　33,500円
　・上川管内国公立幼稚園教育研究会負担金　　　　　  　　 　　　　15,500円
　・北海道国公立幼稚園・こども園協議会　第2ブロック園長会負担金　3,000円

特記事項

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 幼稚園費 その他

目 幼稚園費

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 幼－４ 56

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R5年度

B B

令和5年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　幼稚園

事 業 名 日本スポーツ振興センター負担事業 14,250 円

一般財源 5,750 円

　園児の事故災害・事件に備え災害給付制度に加入し保護者の医療負担分の軽減を図
る

○加入先
　・独立行政法人　日本スポーツ振興センター
○一人当たりの掛け金
　・285円/1人（内訳：委員会負担　115円、保護者負担　170円）

特記事項

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 幼稚園費 その他 8,500 円

目 幼稚園費

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 幼－５ 57

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R４年度 R5年度

Ａ A

　幼稚園教育時間前後に希望する保護者を対象に時間を延長し・設定して保育活動を
行う。

○預かり保育実績
　・年間預かり希望者　38人（前年比6人増）
　・一時預かり希望者　延べ69人（前年比9人増）

○預かり保育事業経費の状況 等
　・会計年度任用職員報酬　  8,580,776円（報酬等）
　・会計年度任用職員手当     1,536,531円（期末手当）
　・会計年度任用職員共済費  1,484,196円（社会保険料等）
　・費用弁償　 　                  　    2,440円（社会見学JR運賃等）
   ・消耗品費　　　                    53,790円（ブロック、物干し）
　・食糧費　 　　                    867,424円（預かり保育用おやつ、昼食配食費）
　・備品購入費　　　　　　  　  66,000円（冷蔵庫）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・平成24年度より実施
・保護者の多様なニーズに対応する
ため、令和3年度より、保育開始前
午前７時からと、保育終了後の午後
６時まで時間を拡大して園児を預か
る
・預かり保育専門の保育士4名が対
応する
・幼稚園休業日（土曜日、夏期・冬
期休業、開園記念日、当麻神社祭）
の預かり保育も実施
・令和4年度より保護者の負担軽減
のため、土曜日ほか幼稚園休業日の
配食による昼食提供を実施

コメントによる評価

・多様化する保護者の生活環境に対応し、子育て
支援を推進するため、「預かり保育」と短時間、
短期間の　｢一時預かり保育｣を実施し、保護者の
ニーズに対応できているため、目的は十分に達成
されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　幼稚園

事 業 名 預かり保育事業 12,591,157 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 525,000 円 事業開始年度

款 教育費 地方債

２４年度項 幼稚園費 その他 76,500 円

目 幼稚園費 一般財源 11,989,657 円



事業番号 給セ－１ 58

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R3年度 R４年度

Ｂ B

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

・平成２４年度より当麻幼稚園「預
かり保育」実施に併せて給食の提供
を開始
・平成２６年度より北海道との委託
契約により美深高等養護学校あいべ
つ校へ給食提供を開始
・平成27年度より給食米を全て
「田んぼの学校」で収穫されたもの
を使用している。

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

4,262,304 円

28,004,371 円

35,267,492 円

特記事項

　児童生徒及び幼稚園児にバランスのとれた食事を提供することにより、健康の増
進、体力の向上を図り、日常生活における正しい食習慣を身に付させ、又食事を通じ
て好ましい人間関係の育成に努めながら、学校教育活動一環として、安全安心な給食
を提供する共同調理場を適正かつ効果的に運営する。

○給食の実施状況

○一日当たりの賄食数　約594食
○献立（主食）　米飯　～　田んぼの学校米
　　　　　　　　米飯の他、麺類・パンをそれぞれ月2回程度実施

地方債

その他

一般財源

67,534,167 円

財
源
内
訳

令和５年度　点検評価表

決算科目 国道支出金

学校教育課　学校施設係

学校給食事業

担当部署

事 業 名

教育費

保健体育費

学校給食センター運営費

事業開始年度

目

項

款

区　分 年間総食数 実施日数

幼稚園 10,962食 182日

当麻小学校 59,764食 200日

宇園別小学校 3,110食 192日

当麻中学校 31,912食 198日

あいべつ校 7,604食 192日
調理員 1,856食 205日
学校行事等 44食 11日

合　計 115,252食



事業番号 給セ－2 59

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R3年度 R４年度

B B自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価
・概ね事業の目的は達成されている。

一般財源 6,900,520 円

　施設及び各種調理設備を年次計画による整備や改修を実施し、安定した学校給食の
提供を図る。

○施設改修の状況
　・修繕料　　　　　　1,274,020円
　　  （食器消毒庫点検修理、自動ドア主要部分取替修理）
　
　・工事請負費　　　　5,626,500円（真空冷却器更新工事）
　

特記事項

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 保健体育費 その他

目 学校給食センター運営費

令和５年度　点検評価表

担当部署 学校教育課　学校施設係

事 業 名 学校給食施設改修事業 6,900,520 円



事業番号 社総－１ 1

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

地方債

その他

一般財源

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

4,468,194 円

財
源
内
訳

令和5年度　点検評価表

決算科目 国道支出金

社会教育課　社会教育係

生涯学習アドバイザー設置事業

担当部署

事 業 名

教育費

社会教育費

社会教育総務費

事業開始年度

目

項

款 4,000,000 円

468,194 円

特記事項

・生涯学習及び社会教育の推進を図るため、生涯学習アドバイザーを設置する。
・生涯学習及び社会教育に関する直接指導、助言及び学習相談に関すること。
・社会教育関係団体の育成等に関すること。

○事業の状況

　・生涯学習アドバイザー　　1名
　
　・報酬　　　　3,289,641円（報酬）
　・職員手当等　　573,702円（期末勤勉手当）
　・共済費　　　　580,851円（社会保険料）
　・旅費　　　　　  24,000円（費用弁償）

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）



事業番号 社総－２ 2

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

B B

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 社会教育団体補助事業 1,297,663 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項

　
　社会教育関係団体に対し活動運営費として、その活動の一部を補助金として交付す
る。

○事業の状況

　補助金
　・女性団体連絡協議会補助金   　  170,000円
　・ＰＴＡ連合会補助金　　 　　    170,000円
　・青少年健全育成町民ネットワーク推進委員会補助金     419,210円
　・青年会議補助金　　　　　　     470,953円

　交付金
　・子ども会活動交付金                    67,500円  （7,500円×9団体）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

社会教育費 その他

目 社会教育総務費 一般財源 1,297,663 円



事業番号 社総－３ 3

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

A B

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 社会教育委員設置事業 287,230 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 社会教育総務費 一般財源 287,230 円

・当麻町社会教育委員設置条例に基づいて社会教育委員を設置。
　　定数15名以内で委員の任期は2年間。
・社会教育委員の職務
　　社会教育に関する諸計画を立案すること。
　　教育委員会の諮問に応じ、意見を述べること。
　　必要な研究調査を行うこと。
　　青少年教育の特定の事項について、団体等に対して助言や指導を与えることがで
　　きる。

○事業の状況
　
   ・社会教育委員会議の開催
　・各社会教育関係研修会への参加
　・北海道社会教育委員連絡協議会負担金
　・上川管内社会教育委員連絡協議会負担金
　・町内行事への参加及び出席

　・報酬　　   172,000円（委員報酬）
　・旅費　　  　27,230円（北海道市町村社会教育委員長研修会、
　　　　　　　　　　　    　上川管内社会教育委員・公民館運営審議会委員合同研修会）
　・消耗品費　　 3,000円（会議資料代）
　・負担金補助及び交付金　85,000円（会議負担金）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
令和4年度
第10次社会教育中期計画策定

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 社総－４ 4

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

A A

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 社会教育総務費 一般財源 275,156 円

　二十歳を迎えた方を対象に「二十歳を祝う会」を開催する。

○事業の状況

　・開催日　　令和6年1月7日（日）
　・出席者　　令和6年成人　39名

　・消耗品費　 169,116円（色上質紙、ステージ装花、薔薇、ラッピング用包装
他）
　・食糧費　 　  47,520円（お菓子、お茶、アルコール飲料）
　・印刷製本費　58,520円（写真代）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・コロナ禍以前同様に、式典及び交流会を実施
し、事業の目的を達成することができた。

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 二十歳を祝う会開催事業 275,156 円

令和5年度　点検評価表



事業番号 社総－５ 5

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

128,272 円

　生涯学習の研修等を実施し、当町の生涯学習の推進を図る。

○事業の状況

　・生涯学習だよりの発行（年４回）

　・消耗品費　   118,272円（色上質紙）
　・負担金　　     10,000円（北海道生涯学習協会会費）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 生涯学習事業 128,272 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 社会教育総務費 一般財源



事業番号 社総－６ 6

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

・青少年のリーダーの養成セミナーへの参加「少年の主張」への参加助成を行う。
・参加上部団体への負担金。
・青少年育成運動推進指導員の研修。

○事業の状況

　・少年の主張参加助成金　　　　　　　 　　　　  0円（参加者なし）
　・北海道子ども会育成連合会会費　　　　　16,000円
　・北海道青少年育成協会負担金　　　　　　10,000円
　・青少年育成運動推進指導員会会費　　　　  1,000円
　・旭川地区広域補導連絡協議会負担金　　　12,000円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 青少年健全育成事業 39,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 社会教育総務費 一般財源 39,000 円



事業番号 社総－７ 7

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

　社会教育行政の推進を図るため、専門的な知識を持つ社会教育主事の育成と社会教
育関係研修会への参加及び上部団体への負担金

○事業の状況

　・社会教育主事　2名

　・旅費　　　　43,460円（研修会・セミナー参加）
　・消耗品費　　13,000円（研修資料代）
　・負担金  　　 35,000円（北海道社会教育主事会協議会会費・会議負担金）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 社会教育主事等設置事業 91,460 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 社会教育総務費 一般財源 91,460 円



事業番号 社総－８ 8

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

　社会教育全般に伴う消耗品費等の事務経費

○事業の状況

　・消耗品費　　　110,381円（カラープリンターインク　等）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 社会教育事業事務経費 110,381 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 社会教育総務費 一般財源 110,381 円



事業番号 社総－９ 9

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

A A

令和5年度　点検評価表

　当麻町生涯学習フェスティバル実行委員会へ運営費として、補助金を交付する。

○事業の状況

　・補助金　　　801,125円（実行委員会補助金）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・令和４年度よりメイン会場を「ス
ポーツセンター」から公民館「まと
まーる」へ変更された。

コメントによる評価

・本町の各団体が参加する一大イベントに成長
し、多様な作品展示やステージ発表が行われ、多
くの町民が来場している。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 生涯学習フェスティバル開催事業 801,125 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他 801,000 円

目 社会教育総務費 一般財源 125 円



事業番号 社総－10 10

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

A A

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 文化連盟補助事業 820,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 社会教育総務費 一般財源 820,000 円

　当麻町文化連盟の活動経費と文化公演事業費として、補助金を交付する。

○事業の状況

　・文化連盟加盟団体　　21団体
　・補助金額　    　  820,000円
　

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・平成26年度から文化連盟主催に
よる「文連まつり」を開催

コメントによる評価

・本町の文化を発信する団体へ補助し、公演事業
等を盛況に開催でき、本町の文化活動の推進が図
られている。



事業番号 公民－１ 11

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

B B

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 公民分館活動費助成事業 2,350,627 円

地方債 2,000,000 円

項 社会教育費 その他

目 公民館費 一般財源 350,627 円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

　分館活動の積極的な推進が図られるよう各地区の公民分館（6地区）に対し助成を行
う。

○事業の状況

　・宇園別公民分館活動助成金　　424,088円
　・伊香牛公民分館活動助成金　　417,000円
　・北星公民分館活動助成金　　　419,000円
　・東公民分館活動助成金　　　　372,000円
　・開明公民分館活動助成金　　　326,774円
　・緑郷公民分館活動助成金　　　391,765円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費



事業番号 公民－２ 12

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

項 社会教育費 その他 773,340 円

目 公民館費 一般財源

財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

２６年度

20,098,825 円

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 公民館維持管理事業 20,872,165 円

決算科目

　公民館の施設維持管理に関する経費を支出する。

○事業の内訳

　・消耗品費　　　　285,930円（電球、トイレットペーパー、
　　　　　　　　　　　　　　　　 ペーパータオル　等）
　・燃料費　　　　　　　　　0円
　・光熱水費　　　7,448,345円（上下水道、高圧電気料、ＬＰガス）
　・修繕費　　　　   192,500円（誘導灯ランプ取替修繕　等）
　・通信運搬費　　　  33,010円（電話料）
　・手数料　　　　　  35,420円（クリーニング代、ピアノ調律）
　・施設維持管理等委託料
　　　　　　　　12,766,960円（清掃、管理、消防設備、舞台設備、
　　　　　　　　　　　　　　　　機械警備　等）
　・その他の委託料  110,000円（グランドピアノ保守点検委託）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 公民－３ 13

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

A A

２６年度項 社会教育費 その他 1,416,000 円

目 公民館費 一般財源 211 円

　公民館文化事業の企画開催に関する経費を支出する。

○事業費の内訳

　・文化事業実行委員会補助金　　　1,416,211円
　　又吉直樹の朗読会　10月8日実施

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・お笑いコンビ「ピース」として活躍し、小説デ
ビュー作「火花」で芥川賞を受賞した又吉直樹さ
んを講師に招き、朗読会を開催。来場者には大変
好評であった。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 公民館文化事業 1,416,211 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債



事業番号 公民－4 14

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

　宇園別公民分館の維持管理に係る経費。平成14年度建築

○事業の状況

　・燃料費　　　　237,837円（灯油）
　・光熱水費　   1,027,192円（水道料、電気料）
　・修繕料　　 　 115,500円（駐車場区画線補修、内装修繕）
　・通信運搬費 　    30,832円（電話料）
　・手数料　　　  　52,300円（ストーブ分解掃除、汲取料、浄化槽定期検査料）
　・損害保険料　　  57,000円（傷害保険料）
　・委託料　　　   432,115円（施設管理、消防設備点検、浄化槽）
　・使用料　　　　  14,205円（放送受信料）

その他 640,529 円

目 公民館費 一般財源 1,326,452 円

社会教育課　社会教育係

事 業 名 宇園別公民分館維持管理事業 1,966,981 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
令和3年度より保育室等の一部を普
通財産とし、民間の小規模保育園
「いっぽ！」に貸付している。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署



事業番号 公民－5 15

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

　伊香牛公民分館の維持管理に係る経費。平成9年度建築

○事業の状況

　・燃料費　　  　 14,606円（灯油）
　・光熱水費　    614,761円（水道料、電気料）
　・修繕料　　    194,414円（駐車場外灯支柱修繕、トイレ手洗給水管破損修繕）
　・通信運搬費　　32,416円（電話料）
　・手数料　　　   43,000円（クリーニング代、汲取料、浄化槽定期検査料）
　・損害保険料等　30,000円（傷害保険料）
　・委託料　　 　405,715円（施設管理、消防設備点検、浄化槽点検）
　・使用料　　 　146,205円（複写機、放送受信料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 公民館費 一般財源 1,481,117 円

決算科目
財
源
内
訳

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 伊香牛公民分館維持管理事業 1,481,117 円

令和5年度　点検評価表



事業番号 公民－6 16

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

その他

目 公民館費 一般財源 1,361,405 円

　北星公民分館の維持管理に係る経費。昭和54年度建築

○事業の状況

　・燃料費　　　　　57,961円（灯油）
　・光熱水費　 　　423,883円（水道料、電気料、プロパンガス）
　・修繕料　　　  　 34,980円（自動火災報知設備感知器修繕　他）
　・通信運搬費　　　32,321円（電話料）
　・手数料　　　　　93,500円（汲取料、浄化槽定期検査料）
　・損害保険料等　　30,000円（傷害保険料）
　・委託料　　　　 330,530円（施設管理、消防設備点検、浄化槽）
　・使用料　　　 　146,205円（複写機、放送受信料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 北星公民分館維持管理事業 1,361,405 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費



事業番号 公民－7 17

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

　開明公民分館の維持管理に係る経費。平成8年度建築

コメントによる評価

令和5年度　点検評価表

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 開明公民分館維持管理事業 1,845,619 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 公民館費 一般財源 1,845,619 円

○事業の状況

　・燃料費　　　　 30,992円（灯油）
　・光熱水費　　  613,745円（水道料、電気料、プロパンガス）
　・修繕料　　　  548,900円（浄化槽放流ポンプ取替修繕、手摺取替修繕）
　・通信運搬費　    30,832円（電話料）
　・手数料　　　　 52,300円（汲取料、浄化槽定期検査料）
　・損害保険料等　 21,000円（傷害保険料）
　・委託料　　　  401,645円（施設管理、消防設備点検、浄化槽管理委託）
　・使用料　　　  146,205円（複写機、受信料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）



事業番号 公民－8 18

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

　東公民分館の維持管理に係る経費。平成3年度建築

○事業の状況

　・燃料費　　　　      　 0円
　・光熱水費   　 632,392円（水道料、電気料、プロパンガス）
　・修繕料　　　 112,420円（誘導灯取替修繕、駐車場外灯修理）
　・通信運搬費　   38,647円（電話料）
　・手数料　　　　42,240円（汲取料、浄化槽定期検査料）
　・損害保険料等　21,000円（傷害保険料）
　・委託料　　 1,039,340円（施設管理、消防設備点検、除雪、浄化槽
　　　　　　　　　　　　　　  害虫防除薬散布、支障木伐採委託）
　・使用料　　　 146,205円（複写機、放送受信料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 東公民分館維持管理事業 2,032,244 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他 381,170 円

目 公民館費 一般財源 1,651,074 円



事業番号 公民－9 19

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

　緑郷公民分館の維持管理に係る経費。昭和50年度建築

○事業の状況

　・燃料費　　　　37,358円（灯油）
　・光熱水費　　 248,581円（水道料、電気料、プロパンガス）
　・修繕料　　　   49,500円（窓修繕、外壁換気フード取替修繕）
　・通信運搬費      32,284円（電話料）
　・手数料　  　  120,460円（汲取料、浄化槽定期検査料）
　・損害保険料等　21,000円（傷害保険料）
　・委託料　　 　503,960円（施設管理、消防設備点検、屋根雪下ろし、浄化槽、
　　　　　　　　　　　　　　　除雪、害虫防除薬剤散布等）
　・使用料　 　　146,205円（複写機、放送受信料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 緑郷公民分館維持管理事業 1,159,348 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 公民館費 一般財源 1,159,348 円



事業番号 公民－10 20

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

　生涯学習時代を迎えた現状の中で、新しい世代との調和を図りながら、高齢者とし
ての役割を再認識し、社会活動への参加や人間性向上のための学習を行うことによっ
て自ら積極的に生きがいを求めることを目的とする。
・単年度制の高齢者学級「イチイ学園」の開設
・対象者　　　町内に在住する６０歳以上の者

○事業の状況

　・実施回数　年間12回（月1回）
　・在籍者数　35名
　・参加料　　1名　1,000円
　・学習内容　講演・野外活動・創作活動等

　・報償費　　15,000円（講師等謝金）
　・旅費　　　14,400円（町外視察学習）
　・消耗品費　28,621円（フラットファイル、プリンターインク他）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・５年制のイチイ学園は平成３０年
度をもって終了。
・令和元年度より単年度修了制のイ
チイ学園を開設。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 イチイ学園運営事業 58,021 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他 35,000 円

目 公民館費 一般財源 23,021 円



事業番号 公民－11 21

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

B B

令和5年度　点検評価表

　家庭環境の変化や休日の拡大等による家庭教育の重要性が増えている中で、親子の
絆の変化や他人まかせの養育の傾向など、家庭における親の教育力が低下している現
状において、豊かな人間性のある子供を育成するために、家庭の役割や学習機会の充
実を図る。
　
　各教育施設の協力ものと親子を対象に家庭教育に関わる講座を開催する。
・対象　　幼稚園、小学校２校、中学校

○事業の状況
　
　・食育事業・軽スポーツ体験・講演等
　・当小2時間　宇小3時間　当中12時間　幼稚園11時間実施

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 家庭教育学級事業 0 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 公民館費 一般財源 0 円



事業番号 公民－12 22

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ａ A

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 少年ふるさと教室運営事業 210,223 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他 210,000 円

目 公民館費 一般財源 223 円

コメントによる評価

・毎年、保護者からも参加後に子どもの成長を感
じられる等の意見も多く寄せられて、事業の目的
は十分達成されている。

　子供たちが自らがさまざまな体験や行動を通して自然のすばらしさを理解し、仲間
意識を高め、郷土を愛する心を育てることを目的とする。

○事業の状況

　・参加者　　　町内の小学4年生　35名
　・内容　　　　野外活動、伝承講座、作品制作
　・参加料　　　1人　2,400円
　・実施回数　　年８回（6月～1月）

　・報償費　     45,000円（講師等謝金）
　・消耗品費　164,143円（名札、軍手、体験学習用資材他）
　・食糧費          1,080円（支援者用飲み物代）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）



事業番号 公民－13 23

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

A D

○事業の状況

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・他行事との日程重複や、講師との日程調整がつ
かなかったため事業の実施ができなかった。

一般財源

令和5年度　点検評価表

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 公民館費

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 公民館講座事業 0 円

決算科目
財
源
内
訳

　教養を身につけたり、趣味の幅を広げることを目的に講座を開催する。



事業番号 公民－14 24

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

245,204 円

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 公民館事業事務経費

款 教育費 地方債

その他 29,400 円

目 公民館費

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

一般財源 215,804 円

　公民館活動に関連する汎用的経費を計上。

○事業の状況

　・消耗品費　　　12,704円（ラジカセ、オーディオケーブル　等）
　・損害保険料　 189,000円（公民館総合補償保険料）
　・委託料　　　　　    　0円
　・負担金　　　　43,500円（北海道公民館協会負担金・北海道公民館上川支部
　　　　　　　　　　　　　　　負担金）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

項 社会教育費



事業番号 公民－15 25

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

－ Ａ

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 開明公民分館支障木伐採事業 836,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 公民館費 一般財源 836,000 円

　開明公民分館敷地内のヒバの伐採

○事業の状況

　・委託料　　　　836,000円（支障木伐採処理委託料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
　開明地区において熊の出没が頻繁
に発生していることから、伐採を行
うことにより利用者の安全を確保す
る。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 文保－1 26

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

B B

項

　文化財の指定及び保存活用に関する事項について調査審議し、教育委員会に建議す
る文化財審議会に係る経費。
　委員は、5人以内で任期は2年間。

○事業の状況

　・当麻町文化財審議会委員　3名
　・当麻町文化財審議会会議　1回

　・報酬　　　12,500円（委員報酬）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 文化財審議会委員設置事業 12,500 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

12,500 円

社会教育費 その他

目 文化財保護費 一般財源

款 教育費 地方債



事業番号 図書－１ 27

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 図書館費 一般財源 21,209,285 円

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　図書係

事 業 名 図書館維持管理事業 21,209,285 円

・図書館施設の適正な維持管理
・開館時間
　開館日
　　火曜日から日曜日までの午前9時30分から午後5時15分まで（木曜日を除く）
　　木曜日　午前11時から午後7時まで（延長時間13年目）
　休館日
　　月曜日及び祝日、年末年始（12月31日から1月5日まで）、特別整理期間
　　ただし、学校の夏冬期休業期間は、臨時開館している。

○事業の状況

　・開館日数　　303日

　・消耗品費　　　　　15,841円（花壇植え込み用品　等）
　・燃料費　　　　　 552,575円（灯油）
　・光熱水費　　　    975,840円（電気料）
　・修繕料　　　　　　13,200円（パソコン・プリンター再設定修理）
　・通信運搬費　　　   74,329円（電話料）
　・施設管理委託　　 181,500円（床ワックス塗布等）
　・工事請負費　　　 396,000円（トップライト・軒先防水処理工事）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

決算科目



事業番号 図書－２ 28

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

2,007,836 円

・図書貸出及び返却業務　　　　・読書感想文コンクールの実施
・読書コンクールの実施　　　　・図書相互賃借事業
・図書館の概要

○事業の状況

　・報酬　　　　     　 806,239円（会計年度任用職員２名）
　・報償費　　　     　　   7,500円（コンクール記念品）
　・旅費　　　　　　　  20,630円（普通旅費）
　・消耗品費　　   　　818,144円（雑誌、新聞、トナー、ブックカバー等）
　・通信運搬費　　　　  20,000円（図書ネットワーク相互賃借用宅配便）
　・使用料　　　　　　  61,523円（複写機）
　・借上料　   　　　　264,000円（図書館検索システム賃借料）
　・負担金　   　　　　　  9,800円（上川管内図書館協議会）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　図書係

事 業 名 図書館業務事業 2,007,836 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 図書館費 一般財源

区分 R5年度 左の児童分 R4年度 左の児童分 増減 児童分増減
登録者数 3,495 537 3,469 482 26 55
蔵書冊数 48,752 14,200 47,244 14,048 1,508 152
貸出冊数 26,545 8,468 23,355 6,101 3,190 2,367
利用者数 7,478 2,020 6,526 1,305 952 715
注）登録者数の「左の児童分」には中学生を含む。



事業番号 図書－３ 29

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

・図書館の蔵書の充実を図る。

○事業の状況

　・備品購入費　　1,987,868円（図書購入費）
　・蔵書冊数

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　図書係

事 業 名 図書館図書購入事業 1,987,868 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 図書館費 一般財源 1,987,868 円

区分 R5年度 R4年度 増減
児童書 14,200冊 14,048冊 152冊
一般書 34,552冊 33,196冊 1,356冊
合　計 48,752冊 47,244冊 1,508冊



事業番号 図書－4 30

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ａ A

令和5年度　点検評価表

・１歳から６歳までの就学前の幼児を対象に絵本２冊にバラの花５本を添えて、誕生
日に贈呈する。平成２４年度から１歳児を対象に、家族の記念の一品となるものと
し、イラストレーター「よこお　まき氏」の手による似顔絵イラストをくるみなの木
遊館作成の木製フォトスタンドに入れて、絵本とバラとともに贈呈する。
・平成２２年度から小学１年生から小学６年生にも、誕生日に図書１冊を贈呈する。
・平成２４年度から中学３年生を対象とした１０年後の自分にあてて書いた手紙を１
０年後に本人に届ける「夢手紙」事業を実施。
・平成２７年度から中学生にも、誕生日に図書１冊を贈呈する。

○贈呈の状況

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・平成２６年度より町内保育園等に
通園する町外在住の園児も対象とし
た。

コメントによる評価

・１歳～小学校６年生及び中学生まで図書贈呈に
よる事業の目的は十分に達成されている。

担当部署 社会教育課　図書係

事 業 名 子育て支援図書贈呈事業 2,043,753 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

２０年度項 社会教育費 その他 2,043,000 円

目 図書館費 一般財源 753 円

区　分 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 ６歳児 合　計

町　内 26名 39名 32名 40名 32名 44名 213名

町　外 2名 0名 2名 2名 6名

計 26名 39名 34名 40名 34名 46名 219名

区　分 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合　計

小学生 44名 39名 50名 48名 42名 58名 281名

中学生 50名 48名 52名 150名

総　計 650名



事業番号 図書－5 31

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

B B

２６年度項 社会教育費 その他

目 図書館費 一般財源 775,500 円

　図書館と町内小中学校をネットワークで結び、図書利用の促進と学校図書館業務の
効率化を図る。

○事業の状況

　・消耗品費　　　　       　　 9,900円（ウイルス対策ソフト）
　・通信運搬費　　　　　　 132,000円（固定IP利用料）
　・施設維持管理等委託料 　554,400円（システム保守委託料）
　・借上料　　　　  　　 　　79,200円（図書検索システム賃借料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・平成26年度にサーバー、端末等
を購入し、学校と図書館のネット
ワーク化を実施した。
・各学校図書館とも連携し、学校図
書館の機能向上にも寄与している。コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　図書係

事 業 名 図書館ネットワーク推進事業 775,500 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債



事業番号 緑館－１ 32

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｃ C

令和5年度　点検評価表

　町民の福祉の増進及び社会教育の推進に資するため、緑の館を設置する。
　

○事業の状況

　・利用実績　　なし
　
　・消耗品費　　   21,196円（除草剤　等）
　・委託料　 　　  99,000円（屋根雪下ろし委託）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
令和4年度より施設老朽化のため施
設閉鎖。
令和6年度より建物解体に係る石綿
含有調査に着手。

コメントによる評価

・建物の老朽がかなり進んでおり、危険要素も増
えているため施設は閉鎖。

担当部署 社会教育課　社会教育係

事 業 名 緑の館維持管理事業 120,196 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 社会教育費 その他

目 緑の館管理費 一般財源 120,196 円



事業番号 保総－１ 33

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

B B

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 スポーツ推進委員設置事業 214,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 保健体育費 その他

目 保健体育総務費 一般財源 214,000 円

スポーツに関する指導や助言を行うことを目的とする。
・当麻町スポーツ推進委員設置規則に基づいて設置　定数20名以内で任期は2ヶ年
・スポーツ推進委員13名

○スポーツ推進委員の出役状況

　　スポーツ推進委員会議（年5回）
　　上川管内スポーツ推進委員協議会女性委員会中部ブロック研修会（2名）
　　生涯学習フェスティバル（2名）
　　チャレンジ教室（3回）
　　全町体力年齢測定会（中止）
　　朝のラジオ体操会（14名）
　　とうまさわやかマラソン大会（2名）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 保総－２ 34

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

A B

項 保健体育費 その他 99,000 円

目 保健体育総務費 一般財源 816,741 円

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 スポーツ活動推進事業 915,741 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

　スポーツ教室、大会等を開催し、スポーツによるふれあい、技術の向上、健康づく
りの普及や社会教育団体が主催、共催、後援する管内大会以上の経費の一部補助など
スポーツ振興を図ることを目的とする。

○事業の状況

　・ジュニア水泳教室　　　　7月25日～7月28日（4日間）
　・ジュニアスキー教室　　　1月9・10・11日（3日間）
　・ジュニアチャレンジ教室　6月24日・2月6日・3月28日
　・全町体力年齢測定会　（中止）
　・全町ゲートボール大会　6月14日
　・全町フィールドボール大会（中止）
　・とうまさわやかマラソン大会　9月3日
　・全町ナイターミニバレーボール大会　2月19日・3月4日
　・ウインタースポーツフェスティバル　2月18日

　・スポーツイベント奨励補助金　　550,000円
　　（当麻クロスカントリースキー大会）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。



事業番号 保総－３ 35

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

B B

項 保健体育費 その他

目 保健体育総務費 一般財源 600,000 円

　町のスポーツ振興、町民の体力とスポーツ精神の普及を目的に活動助成金を交付す
る。

○事業の状況

　・加盟団体　10団体
　・各種スポーツ大会やイベントへの出役
　　　朝のラジオ体操会　他
　・補助金額　　　600,000円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 スポーツ協会補助事業 600,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債



事業番号 保総－４ 36

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ａ A

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 小中学生スポーツ振興補助事業 1,938,500 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 保健体育費 その他 1,409,000 円

目 保健体育総務費 一般財源 529,500 円

コメントによる評価

・少年団及び中学校部活動の支援とともに、上部
大会への出場は、児童生徒の見聞と心身の成長を
図ることができるため、負担の大きい個人経費へ
の補助事業の目的は十分に達成されている。

　当麻スポーツ少年団育成会連絡協議会に加盟しているスポーツ少年団と中学生の体
育部を対象に町外で公的機関が主催(主管含む）又は後援する全道大会以上の大会出場
において、参加経費の宿泊費と交通費の１/２を補助する。

○事業の状況

　・8種目　20大会に補助（うち全国大会　2大会）
　
　　・卓球少年団　3回
　　・剣道少年団　1回
　　・ミニバスケットボール少年団　3回
　　・野球少年団　2回（うち　全国大会　1回）
　　・北柔会（柔道）　1回
　　・クロスカントリースキー少年団　2回（うち　全国大会　1回）
　　・当麻中学校　4回
　　　　女子ソフトテニス部　3回
　　　　男子バスケットボール部　1回

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）



事業番号 保総－５ 37

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

　社会体育全般に係る消耗品等の事務経費

○事業の状況

　・消耗品費　　　12,953円（腕章名札、マーキングテープ　等）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 保健体育総務一般事務費 12,953 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 保健体育費 その他

目 保健体育総務費 一般財源 12,953 円

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和5年度　点検評価表



事業番号 保総－６ 38

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

－ Ｄ

項 保健体育費 その他

目 保健体育総務費 一般財源 19,630 円

　ツール・ド・北海道2023　第3ステージのフィニッシュ及び表彰式を当麻町で開催

○事業の状況

　・報償費　　　13,200円（記念品等）
　・役務費　　　  6,430円（チラシ折込料）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・当麻町においては、第3ステージ
のフィニッシュ及び表彰式の会場で
あったが、第1ステージ中の事故に
より、大会が中止となる。

コメントによる評価

・第1ステージ開催中に事故が発生し、第2ス
テージ、第3ステージが中止となったため、事業
が達成できなかった。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 ツール・ド・北海道2023受入事業 19,630 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債



事業番号 体施－１ 39

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

　町民の心身の健全な発達と水泳の普及振興を図るため、町民プールを設置する。
・使用期間　7月1日から8月31日までの2ヶ月
・使用時間　午前の部　午前9時30分から正午まで
　　　　　　午後の部　午後1時から午後5時まで
　　　　　　夜間の部　午後6時から午後9時まで
　　　　　　ただし、幼児及び小学生の夜間使用については、父母等の同伴とする。
・使用料（個人）中学生以下　　無料
　　　　　　　　高校生　　　　30円（シーズン券　710円）
　　　　　　　　一般　　　　　50円（シーズン券1,530円）

項 保健体育費 その他 46,840 円

目 体育施設費 一般財源 6,516,340 円

○事業の状況

　・開館日数　　　　  60日（前年比　　  △2日）
　・利用実績　　　4,146人（前年比　＋321人）
　・警備委託　　（株）ニサカ

　・消耗品費　 　368,844円（残留塩素用試薬、ソフトフロート、ワイヤー　他）
　・燃料費　　 　431,524円（灯油）
　・光熱水費　 　983,042円（上下水道料、電気料）
　・修繕料　　　   49,280円（照明修理、換気扇修理）
　・通信運搬費　　32,632円（電話料）
　・手数料　　　 301,015円（クリーニング代、水質検査、濾過機分解組立）
　・委託料　　4,396,843円（警備、受水槽清掃　他）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 町民プール管理事業 6,563,180 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

令和5年度　点検評価表



事業番号 体施－２ 40

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 町民テニスコート管理事業 306,660 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

　町民の心身の健全な発達とスポーツ活動の普及振興を図るため、町民テニスコート
を設置する。
・使用期間　　4月下旬から10月下旬まで
・使用時間　　午前5時から午後9時まで
・使用料　　　テニスコート照明使用料　　1時間300円
・コート面　　6面

○事業の状況

　・施設日数　　　　  50日（前年比      ＋3日）
　・利用実績　　   　816人（前年比　△50人）

　・消耗品費　　204,030円（塩化マグネシウム、除草剤　他）
　・光熱水費 　　 25,140円（上下水道料）
　・修繕料　　　  16,060円（水道管破損修繕）
　・委託料　　  　16,880円（側面草刈　等）
　・備品購入費  　44,550円（コートベンチ）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

305,760 円

項 保健体育費 その他 900 円

目 体育施設費 一般財源



事業番号 体施－３ 41

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

項 保健体育費 その他

目 体育施設費 一般財源 729,580 円

令和5年度　点検評価表

担当部署

財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

特記事項

○事業の状況

　・施設日数　　  　 96日（前年比 　 △18日）
　・利用実績　　    907人（前年比　△199人）

　・消耗品費　　  7,384円（融雪剤　他）
　・光熱水費　　33,476円（上下水道料、電気料）
　・委託料　　 688,720円（ヒバ剪定業務）

町民のスポーツ活動の普及振興を図るため、町民ゲートボールコートを設置する。
・使用期間　　　4月下旬から10月下旬まで
・使用時間　　　午前5時から日没まで
・使用料　　　　無料
・コート面　　　6面

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 町民ゲートボール場管理事業 729,580 円

決算科目



事業番号 体施－４ 42

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

A Ｂ

項 保健体育費 その他

目 体育施設費 一般財源

令和5年度　点検評価表

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

地方債

143,594 円

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・コースの維持管理は、少年団が実
施しており、本事業は主にスノー
モービル等の経費を支出するもの。

・平成２９年度は、スノーモービル
１台を更新

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 クロスカントリー支援事業 143,594 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費

○事業の状況

　・スノーモービル１台　　　保険料、ガソリン
　・ビニールハウス　　　　　電気料、灯油

　・消耗品費   　　14,630円（エンジンオイル）
　・燃料費　　　　94,663円（レギュラーガソリン、灯油）
　・光熱水費　　　12,026円（電気料）
　・修繕料　　　　22,275円（スノーモービル点検修理）
　・役務費　  　    11,140円（自賠責保険料・任意保険料）

　クロスカントリースキーコースに係る維持管理費であり、冬期における体力の増進
と技術の向上を図る。
・コース　　　開明クロスカントリースキーコース
・使用期間　　12月下旬から3月下旬まで



事業番号 体施－５ 43

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

　地区スポーツ活動の拠点として、健康づくりのへの関心やスポーツに対する意識が
高まり、軽スポーツやニュースポーツへの取り組み及び生涯スポーツの普及を図る。

○事業の状況

　・利用日数　  　174日（前年比　  ＋27日）
　・利用実績    　 524人（前年比　△840人）

　・消耗品費　　　            0円
　・燃料費　　　　 76,460円（灯油）
　・光熱水費　     151,074円（水道料、電気料）
　・修繕料　 　 　293,882円（排煙窓オペレーター修繕、草刈機点検修理）
　・委託料 　　　 305,000円（管理、草刈作業委託料等）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・平成27年度より地区体育館とし
て所管替。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

２７年度項 保健体育費 その他

体育施設費 一般財源 826,416 円

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 伊香牛地区体育館維持管理事業 826,416 円

決算科目
財
源
内
訳

目



事業番号 体施－６ 44

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ B

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 北星地区体育館維持管理事業 1,284,793 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

２７年度項 保健体育費 その他 27,200 円

目

・平成27年度より地区体育館とし
て所管替。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

　地区スポーツ活動の拠点として、健康づくりのへの関心やスポーツに対する意識が
高まり、軽スポーツやニュースポーツへの取り組み及び生涯スポーツの普及を図る。

○事業の状況

　・利用日数　　   229日（前年比　  　＋46日）
　・利用実績　　3,758人（前年比　＋1,160人）

　・消耗品費　　  82,604円（消火器、レクリエーション用品等）
　・燃料費　　   287,116円（灯油）
　・光熱水費　   632,833円（水道料、電気料）
　・修繕料　　　 　5,000円（排煙窓開閉修理）
　・手数料　　  　23,500円（浄化槽検査料、汲取料）
　・委託料　　　253,740円（管理、消防設備定期点検委託、
　　　　　　　　　　　　　　  草刈作業委託料、合併処理浄化槽点検委託）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

体育施設費 一般財源 1,257,593 円



事業番号 体施－7 45

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

B B

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

２７年度

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
・平成27年度より地区体育館とし
て所管替。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

項 保健体育費 その他

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 開明地区体育館維持管理事業 729,447 円

決算科目
財
源
内
訳

　地区スポーツ活動の拠点として、健康づくりのへの関心やスポーツに対する意識が
高まり、軽スポーツやニュースポーツへの取り組み及び生涯スポーツの普及を図る。

○事業の状況

　・利用日数　　   18日（前年比　＋15日）
　・利用実績　　　79人（前年比　＋51人）

　・消耗品費　       　　    0円
　・燃料費　　　　53,130円（灯油）
　・光熱水費　　 285,057円（水道料、電気料）
　・修繕料　　　 　　　   0円
　・手数料　　　   32,800円（浄化槽検査料、汲取料）
　・委託料　　　 358,460円（管理、草刈作業等委託、消防設備定期点検、
　　　　　　　　　　　　　　  合併処理浄化槽点検委託）

特記事項

目 体育施設費 一般財源 729,447 円



事業番号 スポ－１ 46

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

Ｂ A自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）
柔道場畳入替に伴い、スポーツセン
ター改修事業の工事請負費で計上し
ていたが、畳の廃棄処分に係る経費
がなくなったことから、スポーツセ
ンター管理事業の備品購入費に流用
（7,575千円）し整備を行った。

コメントによる評価

・概ね事業の目的は達成されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 スポーツセンター管理事業 26,567,954 円

決算科目
財
源
内
訳

項

○事業の状況
　・開館日数　　　  346日（前年比　  　△14日）
　・利用実績　　34,237人（前年比　△2,581人）
　
　・主な維持管理
　　機械警備　綜合警備保障(株)　R3からR7までの5ヶ年契約
　　清掃委託　東京美装興業(株)   H31からR5までの5ヶ年契約
　　管理委託　高齢者事業団  　　Ｒ5.4からR6.3まで

　・主な経費
　　高圧電気料　　　　  　 10,764,836円
　　施設維持管理委託料　　  8,415,066円
　　柔道場畳入替　　　　　  5,940,000円

保健体育費 その他 7,216,610 円

目 スポーツセンター費 一般財源 19,351,344 円

特記事項

　町民の心身の健全な発達及び体育並びにスポーツ活動の普及振興を図るため、ス
ポーツセンターを設置する。

・使用時間　　午前9時から午後9時まで
・休館日　　　年末年始（12月30日から1月3日まで）
・使用料　　　学生以下　  　無料
　　　　　　　高校生　　　50円（シーズン券2,000円）
　　　　　　　一　般　　 100円（シーズン券4,000円）

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債



事業番号 スポ－２ 47

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

A A

　経年劣化によるスポーツセンター施設の改修

○施設改修の状況

　・工事請負費　6,710,000円（スポーツセンター卓球場床改修工事）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・改修工事により、適切な施設使用の提供がで
き、事業の目的は十分に達成されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 スポーツセンター改修事業 6,710,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債

項 保健体育費 その他 6,710,000 円

目 スポーツセンター費 一般財源



事業番号 スポ－３ 48

決 算 額

事
業
目
的
又
は
内
容

事
業
実
績

R4年度 R5年度

－ A

　スポーツセンター全館の照明を省エネルギー・長寿命なＬＥＤ照明に改修する。

○施設改修の状況

　・工事請負費　24,750,000円（スポーツセンター照明LED化改修工事）

特記事項

自 己 評 価 （ 事 業 評 価 ）

コメントによる評価

・改修工事により、適切な施設使用の提供がで
き、事業の目的は十分に達成されている。

令和5年度　点検評価表

担当部署 社会教育課　スポーツ振興係

事 業 名 スポーツ施設照明ＬＥＤ化改修事業 24,750,000 円

決算科目
財
源
内
訳

国道支出金 事業開始年度

款 教育費 地方債 22,200,000 円

項 保健体育費 その他

目 スポーツセンター費 一般財源 2,550,000 円



【学校教育関係】 №１

事業番号 事業名 名　称 団体名 事業の概要 補助金額

事 － １
特色ある学校
づくり推進事
業

特色ある学校づくり
推進事業補助金

当麻小学校

学校や地域の特性を生かした教育活動やふ
れあい活動を推進し、特色ある学校をつく
ることにより、児童の健全な育成を図るこ
とを目的にその活動に補助する。

299,651 円

事 － １
特色ある学校
づくり推進事
業

特色ある学校づくり
推進事業補助金

宇園別小学校

地域を見つめ、地域に学び、地域と共に
「自分のよさを生かす子ども」づくりを推
進し、人・生き物・地域・自然とのふれあ
いを通した心豊かな児童の育成を図る。

228,651 円

事 － １
特色ある学校
づくり推進事
業

特色ある学校づくり
推進事業補助金

当麻中学校
特色ある教育活動の推進及び教職員の資質
の向上により、生徒の健全な育成を図るこ
とを目的にその活動に補助する。

314,696 円

事 － ２
当麻町教育研
究会補助事業

当麻町教育研究会補
助金

当麻町教育研
究会

学校教育の推進に関する研究推進及び社会
教育上の関連事項の研究推進並びに各種教
育行政、連絡協議に関する事項に寄与する
ことを目的にその活動に補助する。

698,580 円

事 － ３
はばたけふる
里応援事業

はばたけふる里応援
事業補助金

高校に在籍す
る子の町内在
住保護者

町内在住の高校生の保護者を対象に、高校
で学ぶ費用に対して一部助成を実施するこ
とで経済的負担の軽減を図ることを目的に
補助する。

6,500,000 円

事 － 7
校長会補助事
業

当麻町校長会補助金 当麻町校長会
校長会会員相互の連絡・協調を図り、町内
学校管理職の職能向上と教育の振興を図る
ことを目的にその活動に補助する。

30,000 円

事 － 7
教頭会補助事
業

当麻町教頭会補助金 当麻町教頭会
教頭会会員相互の連絡・協調を図り、町内
学校管理職の職能向上と教育の振興を図る
ことを目的にその活動に補助する。

30,000 円

事 － 9
事務局費総務
事業

修学旅行引率旅費助
成金

当麻小学校

修学旅行先での産業・文化に接することで
見聞を広げ、集団行動を通して公徳心を養
い、主体性と自立心を育成することを目的
にかかる経費を補助する。

15,344 円

事 － 9
事務局費総務
事業

修学旅行引率旅費助
成金

宇園別小学校

修学旅行先での産業・文化に接することで
見聞を広げ、集団行動を通して公徳心を養
い、主体性と自立心を育成することを目的
にかかる経費を補助する。

68,000 円

事 － 9
事務局費総務
事業

修学旅行引率旅費助
成金

当麻中学校

修学旅行先での産業・文化に接することで
見聞を広げ、集団行動を通して公徳心を養
い、主体性と自立心を育成することを目的
にかかる経費を補助する。

66,720 円

事 － 9
事務局費総務
事業

中学校生徒進路指導
事務費助成金

当麻中学校

自己と将来の職業生活とのかかわり方につ
いて考え、理想を抱き、実現を目指して進
路を選択できるよう指導・支援を推進する
ことを目的にその活動に補助する。

149,250 円

事 － 11
当麻町へき
地・複式研究
連盟補助事業

当麻町へき地・複式
研究連盟事業補助金

当麻町へき
地・複式研究
連盟

へき地・複式・小規模校が抱える諸問題や
今日的な課題を解決するために実践的な研
究の推進を図ることを目的にその活動に補
助する。

28,987 円

事 － 12
修学旅行経費
助成事業

修学旅行経費補助金 当麻小学校

保護者の経済的負担を軽減し、修学旅行を
通して集団の在り方や秩序を守る態度を育
成し、自然や文化を直接見聞し、広い知識
と情操を育てることを目的に補助する。

1,314,003 円

事 － 12
修学旅行経費
助成事業

修学旅行経費補助金 宇園別小学校

保護者の経済的負担を軽減し、修学旅行を
通して集団の在り方や秩序を守る態度を育
成し、自然や文化を直接見聞し、広い知識
と情操を育てることを目的に補助する。

237,110 円

令和5年度　当麻町教育委員会が交付した補助金等一覧



事 － 12
修学旅行経費
助成事業

修学旅行経費補助金 当麻中学校

保護者の経済的負担を軽減し、修学旅行を
通して集団の在り方や秩序を守る態度を育
成し、自然や文化を直接見聞し、広い知識
と情操を育てることを目的に補助する。

2,527,093 円

【学校教育関係】 №２

事業番号 事業名 名　称 団体名 事業の概要 補助金額

事 － 17
中学生国際理
解教育研修事
業

国際理解教育研修事
業補助金

当麻中学校

多くのＡＬＴとふれあい、英語を活用し外
国の文化を学ぶ研修を実施することで、国
際感覚を身に付け広い視野や考え方を養う
ことを目的にその活動に補助する。

141,561 円

事 － 19 芸能鑑賞事業 芸能鑑賞事業
当麻町教育研
究会

町内の小学生児童を一堂に会し、専門家に
よる講演を鑑賞させることにより、児童に
豊かな情操を育てることを目的とする。

350,000 円

中 振 －４
クラブ活動助
成事業

中体連等上部大会出
場助成金

当麻中学校

クラブ活動を通して個性が生きる生涯ス
ポーツに向け、技能の向上と心身の健全育
成を図ることを目的にその活動に補助す
る。

1,312,497 円

中 振 －４
クラブ活動助
成事業

クラブ活動助成金 当麻中学校

クラブ活動を通して個性が生きる生涯ス
ポーツに向け、技能の向上と心身の健全育
成を図ることを目的にその活動に補助す
る。

889,292 円

中 振 －５
通学奨励費補
助事業

通学奨励費補助金

当麻中学校の
道北バス、Ｊ
Ｒを利用する
生徒

学校の統合区域にかかる、中学校生徒の通
学手段を確保するため、定期乗車運賃の補
助を行う。

135,050 円

令和５年度　当麻町教育委員会が交付した補助金等一覧



【社会教育関係】 №１

事業番号 事業名 名　称 団体名 事業の概要 補助金額

社 総 －２
社会教育団体
補助事業

当麻町女性団体連絡
協議会活動補助金

当麻町女性団
体連絡協議会

町内女性団体の連携を図り、女性活動の
進歩発展とまちづくり活動に寄与するこ
とを目的にその活動に補助する。

170,000 円

社 総 －２
社会教育団体
補助事業

ＰＴＡ連合会補助金
当麻町ＰＴＡ
連合会

町内学校の父母と先生の会の連携協調を
図り、教育の充実発展に寄与することを
目的にその活動に補助する。

170,000 円

社 総 －２
社会教育団体
補助事業

子ども会活動運営事
業補助金

町内の子ども
会

各子ども会に対して組織育成に寄与する
ことを目的にその活動に対し、１子ども
会7,500円を補助する。（全９子ども
会）

67,500 円

社 総 －２
社会教育団体
補助事業

当麻町青少年健全育
成町民ネットワーク
推進委員会活動補助
金

当麻町青少年
健全育成町民
ネットワーク
推進委員会

家庭の教育力向上及び青少年の健全育成
を目的に各団体と連携して情報等を収集
し、健全育成について意識啓発、相談体
制づくりを目的として助成金を交付す
る。

419,210 円

社 総 －２
社会教育団体
補助事業

当麻町青年会議活動
事業補助金

当麻町青年会
議

青年会議の活動費として補助金を交付す
る。 470,953 円

社 総 －９
生涯学習フェ
スティバル開
催事業

生涯学習フェスティ
バル実行委員会補助
金

生涯学習フェ
スティバル実
行委員会

当麻町生涯学習フェスティバル実行委員
会へ運営費として、補助金を交付する。 801,125 円

社総－10
文化連盟補助
事業

当麻町文化連盟活動
事業補助金

当麻町文化連
盟

文化団体の連絡協調と親睦を図り、町文
化の発展向上に貢献することを目的に補
助金を交付する。

820,000 円

公 民 － 1
公民分館活動
費助成事業

宇園別公民分館活動
助成金

宇園別公民分
館

地域の学びや交流活動などの各地域での
公民館活動に対して、助成金を交付す
る。

424,088 円

公 民 － 1
公民分館活動
費助成事業

伊香牛公民分館活動
助成金

伊香牛公民分
館

地域の学びや交流活動などの各地域での
公民館活動に対して、助成金を交付す
る。

417,000 円

公 民 － 1
公民分館活動
費助成事業

北星公民分館活動助
成金

北星公民分館
地域の学びや交流活動などの各地域での
公民館活動に対して、助成金を交付す
る。

419,000 円

公 民 － 1
公民分館活動
費助成事業

東公民分館活動助成
金

東公民分館
地域の学びや交流活動などの各地域での
公民館活動に対して、助成金を交付す
る。

372,000 円

公 民 － 1
公民分館活動
費助成事業

開明公民分館活動助
成金

開明公民分館
地域の学びや交流活動などの各地域での
公民館活動に対して、助成金を交付す
る。

326,774 円

公 民 － 1
公民分館活動
費助成事業

緑郷公民分館活動助
成金

緑郷公民分館
地域の学びや交流活動などの各地域での
公民館活動に対して、助成金を交付す
る。

391,765 円

令和5年度　当麻町教育委員会が交付した補助金等一覧



公 民 － 3
公民館文化事
業

当麻町公民館文化事
業実行委員会補助金

当麻町公民館
文化事業実行
委員会

公民館文化事業の企画開催に関する経費
を支出する。 1,416,211 円

保 総 －２
スポーツ活動
推進事業

スポーツイベント奨
励補助金

当麻クロスカ
ントリース
キー大会実行
委員会

スポーツイベントを行う団体に対して、
町外からの集客と町の活性化を図ること
を目的に補助金を交付する。

550,000 円

【社会教育関係】 №２

事業番号 事業名 名　称 団体名 事業の概要 補助金額

保 総 －３
スポーツ協会
補助事業

スポーツ協会補助金
当麻町スポー
ツ協会

町民皆スポーツを目標に健全な心身を養
い、技能を磨き、地域体育の発展に寄与
することを目的に補助金を交付する。

600,000 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻卓球少年
団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（全道大会）

120,800 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻剣道少年
団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（全道大会）

3,800 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻ミニバス
ケットボール
少年団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（女子バスケットボール・全道大会）

206,400 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻ミニバス
ケットボール
少年団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（男子バスケットボール・全道大会）

144,500 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻中学校

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（女子ソフトテニス部・全道大会）

11,000 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻卓球少年
団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（全道大会）

36,500 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻野球少年
団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（全道大会）

144,500 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻北柔会ス
ポーツ少年団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（全道大会）

153,900 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻卓球少年
団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（全道大会）

4,700 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻中学校

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（女子ソフトテニス部・全道大会）

2,300 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻野球少年
団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（全国大会）

168,000 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻中学校

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（男子バスケットボール部・全道大会）

159,000 円

令和5年度　当麻町教育委員会が交付した補助金等一覧



保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻ミニバス
ケットボール
少年団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（男女・全道大会）

754,100 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻中学校

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（女子ソフトテニス部・全道大会）

26,000 円

【社会教育関係】 №３

事業番号 事業名 名　称 団体名 事業の概要 補助金額

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻クロスカ
ントリース
キー少年団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（全道大会）

14,200 円

保 総 －４
小中学生ス
ポーツ振興補
助事業

小中学生スポーツ振
興補助金

当麻クロスカ
ントリース
キー少年団

スポーツ競技で全国・全道大会に出場し
た選手に対し参加経費の一部を補助す
る。
（全国大会）

56,200 円

令和5年度　当麻町教育委員会が交付した補助金等一覧



回数 開催月日

議案第15号 当麻町社会教育委員の委嘱について

議案第16号 当麻町公民館運営審議会委員の委嘱について

議案第17号 当麻町学校運営協議会委員の任命について

議案第18号 当麻町スポーツ推進委員の委嘱について

報告第３号 学齢児童の区域外通学について

2 令和5年6月2日 議案第19号 当麻町教育支援委員会の答申について

議案第20号
令和４年度当麻町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検・評価に
ついて

議案第21号
令和５年度全国学力・学習状況調査「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載
について

議案第22号 令和６年度使用小学校用教科用図書の採択について

報告第４号 令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について

報告第５号 学校児童の区域外通学について

報告第６号 当麻町社会教育委員の委嘱について

報告第７号 当麻町公民館運営審議会委員の委嘱について

報告第８号 当麻町学校運営協議会委員の委嘱について

議案第1号 当麻町教育支援委員会の答申について

議案第2号 令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣調査の市町村別結果の掲載について

議案第３号 当麻町スクールバス運行管理規則の一部を改正する規則

議案第４号 令和６年度校長人事異動の内申について

協議第１号 令和６年度教育行政執行方針（案）について

協議第２号 令和６年度教育関係予算（案）について

議案第５号 令和６年度校長以外人事異動の内申について

議案第６号 学齢児童の区域外通学について

報告第１号 令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について

令和6年3月1日7

令和5年10月30日4

5 令和6年1月18日

令和6年2月20日6

令和５年度　当麻町教育委員会の開催状況

案　　　　　　　　件

令和5年4月27日1

3 令和5年8月24日



養 護 臨 時 特 別
教 諭 教 諭 支 援 員

1人 １人 5人 1人 1人 3人 4人 15人

男 女
３ 歳 児 18人 18人 5人 13人
４ 歳 児 13人 13人 7人 6人
５ 歳 児 21人 21人 11人 10人
合 計 52人 52人 23人 29人

養 護 栄 養 事 務 期 限 付 時 間 英 会 話
教 諭 教 諭 職 員 教 諭 講 師 講 師

1人 1人 23人 1人 1人 1人 1人 1人 1人 1人
特 別 学 習 学 校
支 援 員 支 援 員 司 書

1人 5人 1人 1人 1人 41人

男 女
１ 年 １ 組 21人 ２ 組 22人 知的・病弱・情緒 5人 43人 26人 17人
２ 年 １ 組 20人 ２ 組 20人 知的・病弱・情緒 3人 40人 20人 20人
３ 年 １ 組 25人 ２ 組 25人 知的・肢体・情緒 7人 50人 28人 22人
４ 年 １ 組 23人 ２ 組 22人 言語・情緒 6人 45人 23人 22人
５ 年 １ 組 39人 ２ 組 知的・情緒 6人 39人 20人 19人
６ 年 １ 組 28人 ２ 組 27人

知 的 ・ 情
緒

6人 55人 28人 27人
合 計 156人 116人 33人 272人 145人 127人

期 限 付 英 会 話 学 習 学 校
事務職員 講 師 支 援 員 司 書

1人 1人 3人 1人 1人 （兼） 1人 （兼） 8人

男 女
１ 年
２ 年
３ 年
４ 年 1 組 3人 情 緒 1人 3人 1人 2人
５ 年 1 組 3人 情 緒 1人 3人 3人
６ 年 1 組 2人 知 的 1人 2人 2人
合 計 8人 3人 8人 1人 7人

教 諭 公 務 補

園 長 教 頭 教 諭 事 務 補 公 務 補 保 育 士

合 計
特 別 支 援 学 級

○園児の状況

合 計

スクールソーシャ
ル ワ ー カ ー

特 別 支 援 学 級

合 計

令和５年度　当麻町小中学校及び幼稚園の教職員・児童生徒等の状況
令和５年５月１日現在

学 年 普 通 （ 単 式 ） 学 級 合 計

◆当麻幼稚園

い ち ご
り ん ご
み か ん

合 計

校 長

学 級 名年 齢

○職員の状況

○職員の状況

合 計学 年 普 通 （ 複 式 ） 学 級
特 別 支 援 学 級

教 頭 教 諭
期 限 付
養護教諭

公 務 補

校 長

◆当麻小学校

○児童の状況

○児童の状況

事 務 補

○職員の状況

◆宇園別小学校

教 頭



養 護 事 務 期 限 付 英 会 話 特 別
教 諭 職 員 教 諭 講 師 支 援 員

1人 1人 15人 1人 1人 0人 （兼） 1人 1人 4人
学 習 学 校
支 援 員 司 書

1人 1人 1人 28人

男 女
１ 年 1 組 25人 ２ 組 25人

知的・情
緒

8人 50人 27人 23人
２ 年 １ 組 25人 ２ 組 23人

知的・情
緒

5人 48人 23人 25人
３ 年 １ 組 25人 ２ 組 25人

知的・情
緒

5人 50人 32人 18人
合 計 75人 73人 18人 148人 82人 66人

学力向上
外部講師

合 計

合 計
特 別 支 援 学 級

公 務 補 事 務 補

学 年

○生徒の状況

◆当麻中学校

○職員の状況

普 通 （ 単 式 ） 学 級

校 長 教 頭 教 諭


